
四
日
に
国
文
学
研
究
資
料
館
「
絵
本
の
会
」
研
究
会
で
報
告
し
た
。

誓
い
、
重
ね
て
往
生
極
楽
を
願
っ
て
い
る
。

研
究
ノ
ー
ト

平
家
納
経
の
問
題

平
清
盛
(
-―

―
八
＼
八

一
）
の
「
願
文
」
に
よ
れ
ば
、
法
華
経
が
形
と
な
っ
て
顕

れ
た
も
の
が
観
音
菩
薩
で
あ
り
、
そ
の
観
音
菩
薩
が
神
と
な
っ
て
化
現
し
た
の
が
厳

島
社
の
祭
神
で
あ
る
伊
都
伎
島
大
明
神
で
あ
る
と
い
う
。
清
盛
は
因
縁
あ
っ
て
こ
の

伊
都
伎
島
神
を
欽
仰
し
、
現
世
の
栄
華
を
感
謝
し
来
世
の
妙
果
を
願
い
、
法
華
経

一

部
二
十
八
品
、
無
量
義
・
観
普
賢
・
阿
弥
陀
．
般
若
心
等
経
各
一
巻
を
書
写
し
こ
れ

は
、
奥
書
に
あ
る
通
り
、
仁
安
二
年
(
-

―
六
七
）

、清
盛
が
太
政
大
臣
に
任
じ
た
折
り

に
新
た
に
書
写
、
奉
納
し
た
も
の
で
あ
り
、
清
盛
願
文
に
云
う
当
初
の
般
若
心
経
と
は

取
り
替
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
）
。
さ
ら
に
は
爾
後
法
華
三
十
講
を
年
事
と
し
て
開
筵

し
、
社
殿
を
「
真
如
之
宮
」
と
荘
厳
し
、
供
物
を
捧
げ
る
な
ど
厳
島
社
へ
の
帰
依
を

法
華
経
見
返
絵
の
な
か
で
、
こ
の
平
家
納
経
の
見
返
絵
は
変
化
に
と
ん
で
い
て
ま

(
1
)

（

2
)
 

こ
と
に
興
味
深
い
存
在
で
あ
る
。
『
法
華
経
ー
写
経
と
荘
厳
」
や
『
仏
教
説
話
絵
』
で

と
り
上
げ
、
私
な
り
に
い
さ
さ
か
の
考
察
を
続
け
て
き
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
清
盛

の
生
涯
や
そ
の
信
仰
に
注
目
し
て
、
平
家
納
経
の
成
立
に
か
か
わ
る
新
た
な
可
能
性

を
推
測
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
考
え
を
、
機
会
を
得
て
平
成
十

一
年
六
月

平
家
納
経
の
見
返
絵
は
、
表
現
の
内
容
や
技
法
か
ら
し
て
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ

を
金
銅
臆
一
合
に
納
め
て
宝
殿
に
安
置
し
た
（
た
だ
し
こ
の
う
ち
現
存
の
般
若
心
経

平

家

納

経

雑

感

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
に
は
何
度
も
ふ
れ
て
き
た
が
、
簡
単
に
記

す
と
細
密
技
法
で
法
華
経
各
本
の
経
意
を
描
い
た
グ
ル
ー
プ
と
、
物
語
絵
の
表
現
を

か
り
て
宮
廷
の
信
仰
生
活
を
描
い
た
グ
ル
ー
プ
、
そ
れ
に
蓮
池
図
．
獅
子
図
．
荘
厳

具
な
ど
の
人
事
以
外
を
表
現
し
た
グ
ル
ー
プ
と
が
あ
る
。
ま
た
経
意
絵
グ
ル
ー
プ
の

中
は
そ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
紺
紙
経
見
返
絵
に
も
描
か
れ
て
き
た
図
様
の
系
統
上
に

あ
る
も
の
と
、
新
た
に
中
国
・
宋
か
ら
紹
介
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
宋
風
様
式
の
図

様
に
よ
る
も
の
と
が
あ
る
。
平
家
納
経
に
は
こ
の
よ
う
に

一
見
不
統

一
な
多
種
多
様

の
見
返
絵
が
描
か
れ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
常
に
気
が
か
り
な
し
こ
り
と
な
っ
て
意

識
の
か
た
す
み
に
浮
遊
す
る
。
そ
う
し
た
不
統

一
の
中
で
、

い
わ
ゆ
る
物
語
絵
様
に

描
か
れ
た
見
返
絵
の
意
味
す
る
も
の
は
何
か
、
考
え
て
み
た
い
。
な
ぜ
宮
廷
生
活
と

い
う
（
そ
れ
が
信
仰
生
活
の
表
現
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
、
経
典
か
ら
離
れ
た
現
世
の

モ
チ
ー
フ
に
引
き
寄
せ
て
見
返
絵
が
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
平
家
納
経

で
は
こ
う
し
た
見
返
絵
を
そ
な
え
る
経
巻
は
金
銀
荘
経
艇
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
経
医
は
（
側
面
で
）
宝
珠
を
持
つ
龍
が
次
第
に
上
昇
し
つ
つ
、

で）

二
頭
な
が
ら
霊
気
の
中
に
そ
の
宝
珠
を
五
輪
塔
中
に
奉
献
し
た
ご
と
く
で
あ
り
、

宝
珠
と
舎
利
（
を
納
め
る
塔
）
と
を
同
視
し
た
と
思
わ
れ
る
き
わ
め
て
密
教
的
な
モ

チ
ー
フ
に
荘
厳
さ
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
複
雑
な
信
仰
背
景
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

祇
園
女
御
と
清
盛
の
信
仰

つ
い
に
は
（
蓋
表

平
家
納
経
経
懐
の
荘
厳
に
つ
い
て
河
田
貞
氏
は
、
そ
れ
が
法
華
経
提
婆
品
の
龍
女

梶

谷

亮

治
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成
仏
の
表
現
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
な
が
ら
、
蓋
表
に
二
頭
の
龍
が
向
き
合
い
そ
の
上
方

に
五
輪
塔
が
浮
か
ぶ
と
い
う
異
例
の
図
様
に
注
目
さ
れ
、
如
意
宝
珠
法
の
本
尊
画
像

(3
)
 

で
あ
る
摩
尼
宝
珠
曼
荼
羅
と
の
形
式
の
近
似
に
注
意
さ
れ
た
。
摩
尼
宝
珠
曼
荼
羅
の

現
存
最
古
の
作
例
と
み
な
さ
れ
る
仁
和
寺
の
白
描
図
像
本
は
長
寛
か
ら
承
和
年
間
の

成
立
で
あ
り
、
平
家
納
経
当
時
に
こ
う
し
た
図
様
が
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を

示
さ
れ
た
の
は
新
し
い
知
見
で
あ
る
。
ま
た
最
近
の
内
藤
栄
氏
の
宝
珠
に
関
す
る
研

(
4
)
 

究
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
醍
醐
寺
で
は
、
如
意
輪

観
音
と
宝
珠
と
を
同
体
と
見
る
特
別
な
宝
珠
信
仰
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
容

(
5
)
 

を
伝
え
る
『
東
長
大
事
』
に
は
興
味
深
い
「
如
意
宝
珠
曼
荼
羅
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

る

（内
藤
氏
前
掲
論
文
の
図
1
3
)。

空
海
に
仮
託
さ
れ
た
能
作
性
の
宝
珠
観
を
図
示
し

た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
蓮
華
上
五
鈷
杵
に
安
置
さ
れ
る
宝
珠
を
雲
上
の
双
龍
が
見

上
げ
る
図
で
あ
る
。
さ
ら
に

『東
長
大
事
』
に
は
醍
醐
寺
の
勝
覚

(
1
0
五
七
＼

一―

二
九
）
が
建
立
し
た
三
尊
図
（
同
前
の
図
2
1
)
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
央
に
五
輪

塔、

左
右
に
不
動
明
王
と
愛
染
明
王
を
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
記
述
に
よ
れ
ば
こ
の

五
輪
塔
の
水
輪
に
は
二
顆
の
宝
珠
が
納
め
ら
れ
、

、「
中
尊
五
輪
ハ
此
如
意
輪
ノ
三
形

也
」
と
す
る
。
そ
の
後
勝
賢

（
―
-
三
八
＼

―
-
九
八
）
は
こ
れ
を
「
三
仏
如
意
輪

法
」
と
称
し
秘
密
に
伝
え
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
「
塔
婆
宝
珠

一
鉢
異
名
也
」
と
す

る
記
述
が
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
容
易
に
平
家
納
経
経
簸
の
意
匠
が
思

い
浮
か
ぶ
こ
と
に
な
る
。
五
輪
塔
は
如
意
輪
観
音
で
あ
り
玉
女
（
皇
后
・
中
宮
）
の

イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
合
う
で
あ
ろ
う
。
経
簑
蓋
表
の
モ
チ
ー
フ
が
平
安
後
期
の
小
野

流
に
お
け
る
宝
珠
信
仰
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
清
盛
が

こ
う
し
た
宝
珠
信
仰
を
知
る
に
つ
い
て
は
、
勝
賢
が
清
盛
と
交
誼
の
深
い
藤
原
通
憲

（信
西
）
（
一―

0
六
＼
五
九
）
の
子
息
で
あ
り
、
別
に
は
ま
だ
若
年
だ
が
の
ち
に
安

徳
帝
護
持
僧
と
な
る
醍
醐
寺
僧
良
弘
（
良
勝
方
、

一―

四
二
＼
？
）
の
存
在
が
何
ら
か

の
役
割
を
果
た
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

(6
)

(
7
)

（

8
)
 

と
こ
ろ
で
杉
橋
隆
夫
氏
や
、
阿
部
泰
郎
氏
の
研
究
、
「
大
覚
寺
聖
教
・
文
書
」
や
、

流
）
で
勃
興
し
た
舎
利
・

宝
珠
（
駄
都
）

へ
の
特
殊
な
信
仰
と
関
連
し
て
興
味
深
い
。

(9
)
 

田
中
貴
子
氏
の
研
究
な
ど
に
よ
れ
ば
実
際
に
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
醍
醐
寺
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
如
意
宝
珠
が
修
法
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
駄
都

（舎
利
・

宝

へ
の
特
別
な
信
仰
が
真
言
小
野
流
で
勃
興
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
範
俊

(
1
0
三
八
1
-
―
―
二
）
は
承
暦
四
年

(
1
0
七
七
）
に
如
法
愛
染
法
、

天
仁
二
年

(
―
1
0
九
）
に
如
法
尊
勝
法
を
、
勝
覚
は
大
治
二
年
(
-
―
二
七
）
に
如
意
宝
珠
法

(10
)
 

な
ど
の
宝
珠
を
中
心
に
据
え
た
修
法
を
始
修
し
て
い
る
。
降
っ
て
勝
賢
は
元
暦
元
年

（―

-
八
四
）
に
如
法
尊
勝
法
を
修
し
、
建
久
二
年
（
―
-
九

一
）
歳
末
に
は
後
白
河

院
の
た
め
に
如
意
宝
珠
法
を
修
し
た
が
霊
験
な
く
、
は
や
く
鳥
羽
勝
光
明
院
宝
蔵
に

宝
珠
を
返
還
す
べ
き
と
こ
ろ
し
ば
ら
く
の
間
住
房
に
安
置
し
た
よ
う
で
あ
り
、

『玉

葉
』
建
久
三
年
（

―
-
九
二）

四
月
八
日
条
に
よ
る
と
、
兼
実
は
人
を
遣
っ

て
そ
の
宝

珠
を
宮
中
に
取
り
戻
し
て
い
る
。
記
事
に
よ
れ
ば
も
と
も
と
如
意
宝
珠
は
空
海
が
唐

よ
り
請
来
し
た
も
の
で
こ
れ
は
室
生
山
精
進
峯
に
埋
納
さ
れ
、
別
に
大
師
所
造
の
宝

珠
は
範
俊
に
相
伝
さ
れ
さ
ら
に
白
河
院
に
進
め
ら
れ
、
法
勝
寺
円
堂
の
本
尊
愛
染
明

王
に
籠
め
ら
れ
た
。
範
俊
は
さ
ら
に
別
に

一
っ
の
宝
珠
を
白
河
院
に
進
め
、
こ
れ
を

相
伝
し
た
鳥
羽
院
は
寵
臣
で
あ
る
藤
原
家
成
に
預
け
、
か
の
没
後
こ
れ
を
召
返
し
て

勝
光
明
院
宝
蔵
に
安
置
し
た
と
あ
る
。
か
く
し
て
こ
の
勝
光
明
院
宝
蔵
の
如
意
宝
珠

は
古
代
を
通
じ
て
王
権
の
象
徴
と
し
て
機
能
し
た
。
さ
て
吉
田
経
房
は
件
の
宝
珠
に

つ
い
て
き
わ
め
て
興
味
深
い
説
を
述
べ
て
い
る
。
『
吉
部
秘
訓
抄
』
に
よ
る
と
、
勝
賢

か
ら
宮
中
へ
の
如
意
宝
珠
返
還
時
に
蔵
人
権
大
夫
光
綱
か
ら
聞
き
及
ん
だ
こ
と
と
し

て
、
こ
の
宝
珠
は
白
河
院
が
祇
園
女
御
に
し
ば
ら
く
預
け
た
も
の
で
あ
り
、

唐
櫃
中

の
銀
営
に
は
宝
珠
の
外
に
舎
利
百
粒
も
同
梱
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に

(12
)
 

し
て
い
る
。
こ
こ
で
想
起
す
べ
き
は
「
仏
舎
利
相
承
次
第
」
で
あ
る
。

文
書

「仏
舎
利
相
承
次
第
」
は
、
白
河
院
が
中
国
明
州
・
育
王
山
と
雁
塔
山
（
長
安
・

大
慈
恩
寺
か
）
か
ら
各

一
千
粒
請
来
し
た
舎
利
の
相
伝
系
図
で
あ
る
。
冒
頭
部
分
は

文
暦
二
年

(
―
二
三
五
）
に
は
成
立
し
て
い
た
。
白
河
院
の
時
に
小
野
流

（勧
修
寺

珠
）
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白
河
院
は
没
す
る
と
き
に
そ
の
舎
利
を
祇
園
女
御
に
相
伝
し
、
祇
園
女
御
は
そ
れ
を

(13) 

平
清
盛
に
渡
し
た
と
い
う
記
述
が
重
要
で
あ
る
。
祇
園
女
御
は
白
河
院
晩
年
の
寵
人

で
あ
っ
た
が
、
『
平
家
物
語
』
が
言
う
清
盛
の
生
母
で
は
な
い
。
事
実
は
そ
の
妹
が
生

母
で
あ
り
、
白
河
院
の
皇
胤
を
や
ど
し
た
ま
ま
平
忠
盛

(
1
0
九
六
＼

―
-
五
三
）
に

嫁
し
清
盛
を
生
ん
だ
が
(
-
――

八
年
）
、
清
盛
三
歳
の
時
に
わ
か
に
没
し
た
。
祇
園

女
御
は
こ
の
清
盛
を
猶
子
と
し
て
養
育
し
た
。
祖
父
・
正
盛
、
父
・
忠
盛
が
白
河
院

(14) 

と
同
時
に
祇
園
女
御
に
も
近
し
い
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

(15) 

こ
こ
で
祇
園
女
御
の
事
績
を
簡
単
に
振
り
返
る
と
、
長
治
二
年

(
―
1
0
五
）
十

月
二
十
六
日
に
は
祇
園
社
の
巽
（
辰
巳
）
に

一
堂
を
建
立
し
丈
六
阿
弥
陀
仏
を
安
置

し
た
。
供
養
導
師
は
範
俊
で
あ
り
、
公
卿
殿
上
人
女
房
等
美
麗
過
差
の
人
多
数
が
参

列
し
た
。『
源
平
盛
衰
記
』
に
そ
の
邸
宅
を
祇
園
社
巽
と
す
る
の
と
関
連
が
あ
ろ
う
。

嘉
祥
元
年
(
-―

0
六
）
七
月
五
日
、
鳥
羽
御
堂
で
五
日
十
座
の
五
部
大
乗
経
講
筵

(17
)
 

を
催
し
た
。
白
河
院
も
参
じ
、
女
房
等
は
華
麗
な
様
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
天
仁
元

年

(
―
1
0
八）

二
月
十
六
日
に
院
近
臣
藤
原
顕
季

(
1
0
五
五
＼

一
―
二
三
）
が
建

(18
)
 

立
し
た
仁
和
寺
真
乗
院
で
逆
修
供
養
を
し
た
。
ま
た
仁
和
寺
に
七
間
堂
宇
の
威
徳
寺

を
建
立
し
百
鉢
の
大
威
徳
明
王
像
、
半
丈
六
像

一
鉢
、
等
身
像
五
十
九
鉢
を
安
置
し

た
。
住
坊
を
伴
う
大
規
模
な
結
構
で
あ
っ
た
。
永
久
元
年
(
―
―
一
三
）
十
月

一
日
に

(20) 

は
正
盛
の
六
波
羅
蜜
堂
に
て

一
切
経
供
養
を
し
た
。
公
卿
殿
上
人
女
房
等
多
数
が
参

じ
た
。
大
治
四
年
(
-―

二
九
）
七
月
十
六
日
、
白
河
院
葬
儀
の
際
に
女
房
四
人
の
筆

(21
)
 

頭
で
素
服
を
給
さ
れ
た
。
そ
の
四
十
九
日
で
あ
る
大
治
四
年
閏
七
月
二
十
五
日
に
は

白
河
新
阿
弥
陀
堂
に
て
仏
経
の
供
養
を
主
催
す
る
。
等
身
釈
迦
阿
弥
陀
木
像
、
金
泥

経

一
部
、
色
紙
経
二
十
部
等
を
供
養
し
た
。
こ
の
他
香
隆
寺
、
本
住
所
三
箇
所
で
供

(22
)
 

養
し
た
。
年
未
詳
だ
が
『
覚
禅
抄
』
千
手
敬
愛
法
（
小
野
秘
事
）
に
は
、
「
先
跡
事

白
河
院
御
時
権
僧
正
範
俊
被
修
之

有
法
験
云
々
祇
園
女
御
奉
為
院
不
和
之
時
令

修
云
々
」
「
三
形
宝
珠
」
な
ど
と
あ
る
。
仏
事
が
目
立
つ
の
が
特
色
で
あ
る
。
祇
園
女

御
は
伝
説
上
の
人
な
ど
で
は
な
く
白
河
院
晩
年
に
近
侍
し
た
有
力
な
人
物
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
猶
子
に
は
清
盛
の
ほ
か
に
、
待
賢
門
院
埠
子
(
-―

0
-

＼
四
五
）
、
僧
禅
寛
（
安
芸
阿
闇
梨
）
、
源
有
仁
(
―
1
0
三
＼
四
七
）
ら
が
い
た
。
と
こ

ろ
で
上
記
の
事
績
の
う
ち
、
範
俊
の
名
が
二
度
み
え
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
す
で
に

ふ
れ
た
が
範
俊
は
白
河
院
に
近
い
小
野
流
の
僧
で
あ
る
（
晩
年
鳥
羽
に
住
し
宝
珠
法

を
修
し
て
白
河
院
を
護
持
）
。
白
河
院
を
め
ぐ
っ
て
祇
園
女
御
と
範
俊
、
そ
し
て
実
は

正
盛
も
互
い
に
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
白
河
院
か
ら
祇
園
女
御
ヘ

の
舎
利
相
伝
と
如
意
宝
珠
相
伝
に
は
範
俊
の
存
在
が
影
響
を
与
え
、
ま
た
祇
園
女
御

と
正
盛
と
を
通
じ
て
範
俊
の
宗
教
的
規
範
が
清
盛
の
精
神
に
流
れ
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

次
に
は
祇
園
女
御
の
出
自
に
深
く
関
わ
る
祇
園
社
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
。

祇
園
社
の
創
立
に
は
諸
説
が
あ
る
が

『二

十
二
社
註
式
』
に
は
承
平
五
年
（
九
三

五
）
の
太
政
官
符
を
引
い
て
藤
原
基
経
建
立
の
観
慶
寺
（
字
祇
園
寺
、
薬
師
三
尊
、
観

音、

二
王
等
を
安
置
）
に
神
殿

一
宇
（
祇
園
社
）
が
附
属
し
天
神
（
牛
頭
天
王
）
、
婆
利

女
（
婆
梨
采
女
）
、
八
王
子
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
定
額
寺
と
さ
れ
た
こ
と
を
記

(23
)
 

し
て
い
る
。
基
経
は
当
地
に
天
神
の
霊
威
を
感
じ
て
居
宅
を
観
慶
寺
と
し
た
と
い
い
、

創
建
以
後
は
じ
め
疫
神
で
あ
り
後
に
防
疫
除
災
神
と
さ
れ
た
祇
園
天
神
（
牛
頭
天

王
）
が
朝
野
に
崇
敬
さ
れ
た
。
な
お
旧
観
慶
寺
の
木
像
薬
師
如
来
立
像
（
平
安
中

(24
)
 

期
）
と
木
像
十

一
面
観
音
立
像
（
平
安
中
期
）
な
ど
が
伝
来
す
る
。
同
官
符
に
よ
れ
ば

こ
れ
に
先
立
つ
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
十
禅
師
円
如
が
託
宣
に
よ
っ
て
社
を
建
立

し
た
と
伝
え
る
（

一
説
に
承
平
四
年
（
九
三
四
）
興
福
寺
僧
円
如
が
春
日
水
谷
社
（
龍

神
）
を
移
し
て
成
立
し
た
）
。

祇
園
御
霊
会
は
白
河
院
の
頃
か
ら
後
白
河
天
皇
に
い
た
る
間
に
も
っ
と
も
隆
盛
し

た
よ
う
に
思
わ
れ
、
大
治
二
年
(
―
―
二
七
）
に
は
、
白
河
院
、
鳥
羽
院
が
三
条
室
町

(25) 

の
桟
敷
か
ら
見
物
、
大
治
四
年
(
-
―二
九
）
に
は
三
院
（
白
河
院
、
鳥
羽
院
、
待
賢

(26) 

門
院
）
が
三
条
烏
丸
の
桟
敷
か
ら
見
物
、
長
承
二
年
（

―
-
三
三
）
に
は
鳥
羽
院
と
待

(27) 

賢
門
院
が
三
条
京
極
殿
で
見
物
、
治
承
三
年

(
-―

七
九
）
に
は
後
白
河
院
が
三
条

(28
)
 

室
町
の
桟
敷
か
ら
見
物
し
て
い
る
。
御
霊
会
の
花
は
祇
園
神
の
三
神
輿
還
御
で
あ
り
、
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な
か
で
も
女
神
婆
梨
采
女
の
神
輿
（
少
将
井
神
輿
）

の
強
い
霊
威
が
畏
れ
ら
れ
た
。

婆
梨
采
女
神
輿
の
御
旅
所
は
少
将
井
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
龍
神
信
仰
と
の
関
係
が
認

め
ら
れ
る
。
な
お
鎌
倉
初
期
の

『続
古
事
談
』
に
は
明
ら
か
に
祇
園
社
と
龍
神
信
仰

(29) 

と
の
関
連
が
う
か
が
わ
れ
、
祇
園
社
社
家
が
鎌
倉
末
期
に
編
し
た
『
篤
纂
内
伝
金
烏

玉
兎
集
』
所
収
の
「
祇
園
牛
頭
天
王
縁
起
」
に
は
、
牛
頭
天
王
が
南
海
龍
宮
の
娑
娼

羅
龍
王
女
で
あ
る
龍
女
（
婆
梨
采
女
）
を
嬰
る
説
話
が
み
え
、
婆
梨
采
女
と
龍
女
を

(30) 

同
視
し
て
い
る
。
祇
園
神
の
本
地
仏
は
牛
頭
天
王
が
薬
師
如
来
、
婆
梨
采
女
が
十

一

面
観
音
で
あ
る
。
福
井

・
八
坂
神
社
に
は
婆
梨
采
女
と
思
わ
れ
る
木
像
十

一
面
女
神

(31) 

坐
像
（
平
安
後
期
）
が
伝
来
す
る
。
久
安
三
年
（
―
-
四
七
）
六
月
十
五
日
、
清
盛
は

(32) 

「
宿
願
」
の
た
め
に
祇
園
臨
時
祭
に
田
楽
を
奉
納
し
て
い
る
。
祇
園
闘
諄
事
件
と
し

て
も
知
ら
れ
る
が
、
清
盛
が
祇
園
社
を
尊
崇
し
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
認
め
ね
ば
な

(33
)
 

ら
な
い
。
祇
園
女
御
を
介
し
て
祇
園
社
を
深
く
尊
す
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。
祇
園

女
御
は
こ
う
し
た
祇
園
社
に
有
縁
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
田

中
氏
の
言
う
「
水
辺
巫
女
」
と
し
て
の
祇
園
女
御
の
位
置
が
思
い
浮
か
ぶ
。
す
な
わ

ち
白
河
院
か
ら
宝
珠
と
舎
利
を
相
伝
さ
れ
た
祇
園
女
御
は
龍
女
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
層

し
「
白
河
院
を
水
界
の
王
た
る
龍
王
に
宛
て
れ
ば
、
そ
の
寵
を
受
け
た
女
御
姉
妹
を

(34) 

介
し
て

〈王
〉
の
血
統
が
清
盛
に
流
入
す
る
」
。
か
く
し
て
祇
園
女
御
（
あ
る
い
は
換

言
す
れ
ば
清
盛
の
実
の
母
で
あ
る
祇
園
女
御
の
妹
）
は
宗
教
的
に
清
盛
に
強
い
影
響

を
与
え
た
と
は
み
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
清
盛
の
祇
固
神
信
仰
を
通
し
た
龍
女
信
仰

の
可
能
性
を
強
調
し
た
い
。
な
お
周
知
の
如
く
清
盛
の
信
仰
に
つ
い
て
は
赤
松
俊
秀

(35) 

氏
の
研
究
が
あ
り
、
最
近
で
は
武
笠
朗
氏
の
整
理
さ
れ
た
広
範
な
研
究
が
あ
り
示
唆

(36
)（

37
)
 

に
と
む
。

そ
れ
で
は
清
盛
の
龍
女
信
仰
は
平
家
納
経
と
い
か
に
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
伊
都

岐
島
神
に
注
目
し
て
み
た
い
。
瀬
戸
内
海
中
央
部
の
厳
島
に
鎮
座
す
る
伊
都
岐
島
神

は
、
航
海
や
漁
携
を
守
護
す
る
神
と
し
て
早
く
か
ら
尊
崇
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、(38) 

平
安
初
期
弘
仁
二
年
（
八

―
-
）
条
に
は
じ
め
て
「
伊
都
岐
島
神
」
が
文
献
に
顕
れ
、

白
色

二
年
(
-

―
七
二）

に
「
御
唐
衣

可
以
得
如
意
之
珠
」
な
ど
と
龍
宮
に
擬
し
、

赤
色

大

日

十

一
面

つ
い
で
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
に
は
は
じ
め
伊
都
岐
島
神
が
つ
い
で
伊
都
岐
島
中
子

天
神
が
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
に
は
伊
都
岐
島
宗
像
小
専
神
が
位
階
を
叙
せ
ら
れ

(39) 
た
。
伊
都
伎
島
神
を
海
神
・
龍
神
で
あ
る
宗
像
三
神
の

一
、
女
神
市
杵
島
姫
命
と
同

(40) 

一
視
す
る
説
も
こ
の
頃
に
は
萌
芽
し
た
。
寛
仁
元
年

(
1
0
一
七
）
に
は
後

一
条
天

(41
)
 

皇
の
大
奉
幣
に
あ
ず
か
る
ほ
ど
の
有
力
な
存
在
と
な
る
。
清
盛
は
久
安
二
年
（

一―

四
六
）
に
安
芸
守
と
な
り
保
元
元
年
(
-―

五
六
）
ま
で
在
任
す
る
が
、
こ
の
間
高
野

(42) 

山
大
塔
の
修
理
に
関
わ
り
老
僧
に
よ
っ
て
厳
島
社
へ
の
奉
仕
を
促
さ
れ
た
と
い
う
。

自
聞
斯
言

年

(
-
―
六
七
）
か
ら
承
安
四
年
（

―
-
七
四
）
の
間
に
厳
島
社
に
参
詣
し
た
藤
原
成

(44) 

範
・
澄
憲
・
静
賢
兄
弟
は
消
息
を
残
し
、
亡
父
信
西
と
厳
島
内
侍
と
の
思
い
出
を
語

(45) 

る
が
、
そ
も
そ
も
保
元
四
年
（

―
-
五
九
）
正
月
二
十

一
日
の
内
宴
（
に
厳
島
内
侍
出(46

)
 

仕
）
を
実
現
さ
せ
た
の
は
信
西
と
清
盛
の
厳
島
信
仰
を
介
し
た
連
携
が
前
提
と
な
る
。

さ
て
清
盛
社
参
は
永
暦
元
年
(
-―

六
0
)
の
「
年
来
之
宿
願
」
に
よ
る
も
の
が
記
録

(47) 

上
の
初
見
で
あ
る
。
こ
れ
に
長
寛
二
年
の
法
華
経
奉
献
が
次
ぐ
。
以
下
諸
記
録
に
清

一
方
、
伊
都
伎
島
神
は
平
安
中
期
頃
か
ら
習
合
し
た
と
さ
れ
る
が
、
本
地
仏
を
明

確
に
観
音
と
す
る
の
は
長
寛
二
年
(
-

―
六
四
）

安
元
年
(
-―

七

一）

龍
宮
之
近
苔
口

の
「
伊
都
岐
島
社
神
宝
調
進
状
」
に
は
、
「
御
正
鉢
鏡
参
面

(48) 

毘
沙
門
」
と
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
本
地
仏
が
三
艦
並
び
立
っ
て

い
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
建
礼
門
院
徳
子
（
―

-
五
五
／
五
七
＼

―
ニ
―
三
）
は
承
安

羅
御
裳
腰
二
色
々
絲
ニ
テ
祝
笥
を
置

(49) 

御
扇
小
松
重
薄
様
裏
之
」
な
ど
を
奉
納
し
た
。
徳
子
が
帰
依
し
た
の
は
明
ら

(50
)
 

か
に
女
神
と
み
ら
れ
る
。
承
安
四
年
(
-―

七
四
）
の
「
建
春
門
院
詣
厳
島
願
文
」
は
、

後
白
河
院

・
建
春
門
院

一
行
が
厳
島
に
詣
で
た
と
き
の
も
の
。
厳
島
を
賞
し
て
「
知

可
以
採
不
死
之
薬

の
清
盛
願
文
が
初
例
で
あ
る
。
承

盛
の
参
詣
が
み
え
る
。

社

必

有

発

得

偏
以
信
受

清
盛
自
身
は
「
往
年
之
頃
有

一
沙
門

相
語
弟
子
日

願
菩
提
心
之
者(43) 

帰
依
本
意
」
と
語
っ
て
い
る
。
仁
安

祈
請
此
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「
廼
奉
錆
顕
大
明
神
本
地
御
正
鉢
御
鏡
三
面
（
中
略
）
大
日
真
言
百
遍

言
百
返

亦
貴
女
也

有
便
子
祈
日

無
疑
子
答
女
人
之
丹
心
」
と
あ
る
。
本
地
仏

御
正
鉢
の
大
日
如
来
・
十

一
面
観
音

・
毘
沙
門
天
の
鏡
像
を
奉
献
し
た
。
本
地
仏
は

内
々
は
大
日
だ
が
、
実
際
に
は
貴
女
と
し
て
現
ず
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。
女
人
の
願

い
に
こ
た
え
る
と
い
う
貴
女
と
は
十

一
面
観
音
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
安
元
三
年

十

一
面
観
音
像
三

(
-―

七
七
）
に
は
高
倉
天
皇
が
「
大
日
如
来
像
三
百
六
十
鉢

(51) 

百
六
十
鉢
」
を
摺
写
し
厳
島
神
に
す
す
め
た
。
治
承
二
年
(
-―

七
八
）
十

一
月
の
建

礼
門
院
御
産
時
に
は
「
等
身
十

一
面
」
が

「
伊
都
岐
島
御
正
鉢
」
と
し
て
供
養
さ
れ

(52
)
 

て
い
る
。
治
承
四
年
(
-―

八
0
)
の
「
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
」
に
は
厳
島
社
夜
の
神

事
で
「
あ
る
ひ
は
け
だ
か
き
女
房
う
し
ろ
の
障
子
に
う
つ
り
て
、
宝
殿
に
向
ひ
給
ヘ

(53) 

る
姿
を
見
た
る
な
ど
申
す
人
も
あ
り
」
な
ど
と
、
女
神
の
影
を
想
像
し
て
い
る
。
要

す
る
に
、
厳
島
神
本
地
仏
は
大
日
如
来
と
十

一
面
観
音
が
内
・
外
の
関
係
で
あ
り
現

実
に
は
女
神
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
厳
島
が
龍
宮
に
比
さ
れ
た

よ
う
に
、
海
浜
に
接
し
て
鎮
座
す
る
女
神
の
イ
メ
ー
ジ
は
釈
迦
に
宝
珠
を
奉
献
す
る

龍
女
に
重
層
す
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
『
愚
管
抄
』
は
「
コ
ノ
イ
ツ
ク
シ
マ
ト
云
フ
ハ

(54) 

龍
王
ノ
ム
ス
メ
ナ
リ
ト
申
ツ
タ
ヘ
タ
リ
」
、

『
平
家
物
語
」
巻
第
二

「
卒
都
婆
流
」
で

は
「
宮
人
こ
た
へ
け
る
は
『
是
は
よ
な
、
娑
娼
羅
龍
王
の
第
三
の
姫
宮
、
胎
蔵
界
の

(55) 

垂
迩
な
り
（
胎
蔵
界
は
胎
蔵
界
大
日
如
来
の
言
い
）
」
」
と
し
て
い
る
。
結
局
、
伊
都

岐
島
神
の
本
地
仏
は
胎
蔵
界
大
日
如
来
で
あ
る
と
も
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
お
そ
ら
く
胎
蔵
界
大
日
如
来
と
十

一
面
観
音
が
表
裏
の
関
係
に
重
ね
て
理
解
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
清
盛
が
勧
請
し
た
伊
都
伎
島
神
は
六
波
羅
御
所
の
巽
角
に
祀
ら
れ
た
の

(56
)
 

で
あ
り
、
龍
神
信
仰
と
の
関
わ
り
が
こ
こ
で
も
想
像
さ
れ
る
。
な
お
清
盛
が
仁
安
四

年
（

―
-
六
九
）
以
降
、
福
原
和
田
浜
や
厳
島
で
し
ば
し
ば
法
華
経
千
僧
供
養
（
千
部

法
華
経
供
養
）
を
主
催
し
た
の
は
海
神

（
龍
神
、
龍
王
）
を
慰
撫
し
（
提
婆
品
）
、
海
の

域
之
皇
胤

思

外

現

者

毘
沙
門
真
言
百
返
」
「
夫
当
社
者
尋
内
證
者
則
大
日
也

十

一
面
真

平
安
を
祈
る

清
盛
の
平
家
納
経
発
願
の
含
意
の

一
っ
に
は
、
自
ら
の
龍
女
（
あ
る
い
は
龍
神
）

信
仰
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、
そ
れ
を
法
華
経
提
婆
品
の
龍
女
信
仰
に
投
影
し
よ
う
と

い
う
強
い
願
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
こ
こ
で
平
家
納
経
の

提
婆
品
第
十
二
の
表
紙
は
丁
子
で
染
め
藤
黄
を
引
い
た
料
紙
に
海
浜
の
情
景
を
表

し
て
い
る
。
三
方
に
配
さ
れ
る
洲
浜
形
は
、
銀
砂
子
地
を
ほ
ど
こ
し
た
ほ
ぼ
同
型
の

紙
形
を
貼
付
け
、
そ
の
間
は
銀
泥
で
描
い
た
あ
ら
あ
ら
し
い
海
波
で
う
め
つ
く
し
、

そ
こ
に
諸
色
で
描
い
た
怪
魚
を
七
匹
表
し
て
い
る
。
シ
ャ
チ
や
エ
イ
、
サ
メ
な
ど
を

想
像
さ
せ
る
姿
だ
が
平
安
時
代
の
人
々
が
海
に
い
だ
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
彩
方
彰
弗
さ
せ
る
。

こ
れ
ら
を
海
龍
族
と
称
し
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
題
篠
の
瑠
璃
の
深
い
碧
色
は

「
海
」
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
見
返
絵
は
、
丁
子
染
の
料
紙
に
緻
密
な
銀
砂
子

地
を
ほ
ど
こ
し
、
そ
の
上
に
明
る
い
顔
料
で
「
龍
女
成
仏
」
の
図
様
を
表
す
。
上
方

や
や
左
に
寄
せ
て
楼
閣
が
虚
空
に
浮
か
び
、
空
中
に
は
楽
器
や
散
り
蓮
華
が
舞
い
、

そ
の
前
で
説
法
を
す
る
釈
迦
と
囲
饒
衆
を
描
く
。
下
方
に
は
海
中
か
ら
い
ま
し
も
出

現
し
た
龍
女
が
、
釈
迦
の
前
に
宝
珠
を
捧
げ
な
が
ら
進
み
出
た
と
こ
ろ
を
表
す
。
海

中
に
住
む
娑
謁
羅
龍
王
の
八
歳
に
な
る
童
女
は
、
修
行
を
積
み
知
恵
も
感
覚
も
す
ぐ

れ
て
い
た
が
、
自
身
の
持
つ

三
千
大
千
世
界
の
価
値
が
あ
る
と
い
う
宝
珠
を
釈
尊
に

納
め
、
釈
尊
が
そ
れ
を
す
み
や
か
に
納
め
る
や
い
な
や
、
龍
女
は
さ
ら
に
す
み
や
か

に
成
仏
し
た
と
い
う
。
女
人
成
仏
へ
の
あ
こ
が
れ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
図
で
は
龍

女
は
二
人
の
侍
女
を
引
き
つ
れ
る
が
、
こ
れ
と
き
わ
め
て
ち
か
い
図
様
を
描
く
の
が

物
館
現
蔵
）

平
家
納
経
に
先
行
す
る
香
川
県

（
重
要
文
化
財
、
松
平
公
益
会
旧
蔵
、
香
川
県
歴
史
博

(58) 

の
紫
紙
銀
地
彩
色
見
返
絵
法
華
経
で
、
そ
の
巻
五
に
は
唐
服
を
着
し
宝

珠
を
捧
持
す
る
龍
女
が
、
蒻
を
か
か
げ
た
侍
女
を
引
き
つ
れ
て
出
現
す
る
図
様
が
見

え
る
。
天
衣
を
長
く
引
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
平
家
納
経
と
近
似
感
が
あ
る
。
な
お
釈

迦
の
楼
閣
の
大
棟
の
中
央
部
に
、
金
泥
で
描
か
れ
た
大
き
い
宝
珠
が
見
え
る
の
が
注

う
ち
、
提
婆
品
を
あ
ら
た
め
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
普
門
品
）

(57
)
 

願
い
に
よ
る
も
の
と
の
指
摘
が
あ
る
。
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意
さ
れ
る
。
こ
の
宝
珠
は
五
輪
塔
と
同

一
で
あ
る
と
し
て
、
胎
蔵
界
大
日
如
来
（
三

昧
耶
形
は
五
輪
塔
）
を
含
意
す
る
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
同
時

に
平
家
納
経
経
簸
蓋
表
の
図
様
も
、
胎
蔵
界
大
日
如
来
に
重
層
す
る
で
あ
ろ
う
。
だ

と
す
る
と
経
匿
は
一
面
で
法
身
仏
（
胎
蔵
界
大
日
如
来
11

五
輪
塔
）
と
法
舎
利
（
法
華

経
）
の
同
体
を
表
し
、
そ
れ
を
連
絡
す
る
（
法
舎
利
を
法
身
仏
に
も
た
ら
す
）
の
が
龍

王

（
龍
女
）

で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
提
婆
品
経
巻
軸
端
に
は
水
晶
五
輪
塔
を
つ

け
て
い
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
龍
女
・
宝
珠
・
龍
神
に
関
わ
る
平
氏
の
特
別
な

信
仰
の
反
映
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
を
重
ね
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
長
寛
二
年
（

一

(59
)
 

ハ
四
）
時
に
は
徳
子
は
八
歳
か
十
歳
で
あ
る
。
も
し
八
歳
で
あ
れ
ば
娑
謁
羅
龍
王

の
娘
と
同
じ
年
齢
と
な
る
。
す
な
わ
ち
徳
子
が
龍
女
に
見
立
て
ら
れ
た
可
能
性
が
想

像
さ
れ
よ
う
。

さ
て
こ
こ
で
視
点
を
変
え
て
平
家
納
経
中
の
物
語
絵
様
の
図
様
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。
平
家
納
経
の
物
語
絵
様
の
見
返
絵
を
は
じ
め
、
他
の
同
様
の
見
返
絵
の
成

立
に
つ
い
て
か
つ
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
平
安
後
期
の
法
華
経

一
品
経
供
養
に

添
え
て
作
ら
れ
た
和
歌
、
す
な
わ
ち
結
縁

一
品
経
和
歌
の
成
立
が
物
語
絵
様
の

一
品

経
見
返
絵
の
成
立
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
物
語
絵
様
見

返
絵
は
、
法
会
に
と
も
な
っ
て
詠
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

一
品
経
和
歌
と
い
う
、
経

説
を
い
っ
た
ん
離
れ
た
新
た
な
テ
キ
ス
ト
を
介
在
さ
せ
て
成
立
・
絵
画
化
さ
れ
た
と

す
る
可
能
性
を
考
え
た
。
こ
の
場
合
に
は
平
安
中
期
頃
か
ら
き
わ
め
て
盛
ん
に
な
っ

た
と
さ
れ
る
歌
合
に
お
い
て
、
歌
が
絵
に
描
か
れ
た
こ
と
が
参
考
に
な
る
。
法
華
経

見
返
絵
の
場
合
は
、
テ
キ
ス
ト
（

一
品
経
和
歌
）
が
経
説
を
い
っ
た
ん
離
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
格
段
に
自
由
な
モ
チ
ー
フ
を
獲
得
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え

(60
)
 

た
の
で
あ
る
。 一

品
経
供
養
、
源
氏
供
養
と
見
返
絵

作
例
が
現
存
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。

品
経
和
歌
の
近
似
例
（
結
縁
経
和
歌
と
い
え
る
）
で
は
あ
る
が
、
源
俊
頼
の

『散

木
奇
歌
集
』
に
記
さ
れ
る
事
例
に
、
法
文
歌
（
和
歌
）
と
見
返
絵
制
作
の
緊
密
な
関
係

君
こ
ふ
る

と
あ
る
。
す
で
に
別
稿
で
言
及
し
た
よ
う
に
こ
れ
は
寛
治
六
年

(
1
0
九
二
）
に
亡

く
な
っ
た
、
俊
頼
の
母
の
追
善
の
た
め
の
結
縁
経
の
際
の
歌
で
あ
り
、
俊
頼
は

『法

華
経
』

む
か
ひ
た
る
に
経
の
文
字
よ
り
光
を
さ
、
せ
て
尼
の
頂
に
か
け
た
る

の
巻
四
に
結
縁
し
自
ら
書
写
し
た
が
、
そ
の
見
返
絵
に
は
喪
服
の
男
と
尼
と

を
表
し
、
経
文
か
ら
そ
の
尼
に
光
が

一
条
射
す
さ
ま
を
描
い
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
見
返
絵
は
俊
頼
の
母
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
事
件
に
重
ね
合
わ

せ
て
、
法
華
経
巻
四
の
法
師
品
に
説
か
れ
る
、
法
華
経
受
持
の
比
丘
尼
の
成
仏
を
表

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
俊
頼
は
結
縁
経
を
書
写
し
た
際
に
、
経
意
を
表
現
し
た
と

み
ら
れ
る
見
返
絵
ー
た
だ
し
経
意
を
表
現
す
る
の
に
、
比
丘
尼
と
し
て
母
で
あ
る
出

家
せ
る
尼
上
を
配
し
た
ー
を
描
き
、
供
養
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
俊
頼
の
こ
の
作
善

は
記
念
す
べ
き
出
来
ご
と
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
以
降
、
実
際
に
物
語
絵
様
見
返
絵
の

一
方
、
時
代
が
降
っ
た
平
安
末
期
（
お
そ
ら
く
治
承
年
間
）

の
事
例
に
「
源
氏
供

養
」
と
称
さ
れ
る

一
品
経
供
養
が
あ
る
。
「
源
氏
供
養
」
と
は
国
文
学
研
究
の
世
界
で(61

)
 

は
す
で
に
戦
前
に
注
目
さ
れ
た
話
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
研
究
史
が
参
考
に
な
る
。

紫
式
部
が
虚
言
を
も
っ
て

『源
氏
物
語
』
を
作
っ
た
が
ゆ
え
に
地
獄
に
堕
ち
て
苦
し

ん
だ
が
、
そ
れ
を
「
歌
読
共
集
テ
」
和
歌
を
詠
じ

一
品
経
書
写
を
催
し
供
養
す
る
と

(62
)
 

い
う
も
の
で
あ
る
。
主
催
し
た
の
は
藤
原
親
忠
女
で
あ
り
、
は
じ
め
藤
原
為
経
（
寂

超
）
の
妻
と
な
り
後
に
俊
成
の
妻
と
な
っ
た
美
福
門
院
加
賀
の
名
で
知
ら
れ
る
老
尼

涙
の
瀧
に
お
ぽ
ほ
れ
て
ふ
り
さ
け
さ
け
ぶ
盤
は
き
こ
ゆ
や

か
た
は
ら
に
あ
し
で
に
て
か
け
る
歌

身
づ
か
ら
書
て
表
紙
に
服
な
る
男
の
な
き
た
る
を
書
き
て
あ
ま
の

い
み
の
程
に
結
縁
経
供
養
し
け
る
に
四
巻
を
あ
た
り
た
り
け
る
に

を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
『
散
木
奇
歌
集
』
に、

78 



(63) 

で
あ
る
。
供
養
導
師
は
澄
憲
(
-
―
二
六
＼

―二

0
三
）
で
あ
る
。
そ
の
澄
憲
の
表
白

巻
々
端
図
源
氏
之

一
篇

か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
知
ら
れ
て
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
「
信
心
大
施
主
禅
定

比
丘
尼
」
を
安
元
二
年
(
-―

七
六
）
頃
、
夫
で
あ
る
俊
成
に
次
い
で
出
家
し
た
親
忠

氏
供
養
の
時
の
も
の
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

一
首
は
藤
原
宗
家
の
歌
で
あ
り
、
他
は

我
も
や
ぬ
れ
む

蓋
転
煩
悩
為
菩
提
也

む
つ
ま
し
き

若
む
ら
さ
き
の

櫂
大
納
言
宗
家

は
は
の
紫
式
部
が
れ
う
に

一
品
経
せ
ら
れ
し
に
た
ら
に
品
を
と
り
て

せ
と
そ
お
も
ふ

(65) 

と
詠
っ
て
い
る
。
な
お
隆
信
は
親
忠
女
の
前
夫
寂
超
の
息
で
あ
り
、
宗
家
は
俊
成
と

の
間
の
女
で
あ
る
八
条
院
按
察
の
夫
で
あ
る
。
親
忠
女
を
中
心
と
し
、
縁
の
あ
る
者

を
集
め
て
供
養
さ
れ
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
久
保
田
淳
氏
は
「
全
く
の
想
像
が
許

さ
れ
る
な
ら
ば
、
親
忠
女
が
施
主
と
な
っ
て
紫
式
部
の
た
め
の

一
品
経
供
養
、

い
わ

ゆ
る
源
氏
供
養
に
は
、
夫
俊
成
を
始
め
、
彼
女
所
生
の
娘
達
、
宗
家
や
家
通
等
そ
の

夫
達
、
そ
し
て
前
夫
と
の
間
の
子
で
あ
る
隆
信
、
夫
の
猶
子
定
長
（
寂
蓮
）
、
親
忠
女

に
連
な
る
勝
命
、
娘
達
の
宮
仕
え
先
で
あ
る
前
斎
院
式
子
内
親
王
や
八
条
院

・
高
松

院

・
上
西
門
院
な
ど
の
女
院
の
同
輩
の
女
房
達
が
参
加
し
た
、
極
め
て
女
性
色
の
濃

厚
な
文
学
行
事
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、

法
の
雨
に

(64) 

と
詠
じ
、
隆
信
は
、

八
条
院
三
条

（
俊
成
卿
女
の
母
）
・
高
松
院
新
大
納
言
・
上
西
門
院
五
条
・
八
条
院
按
察

・
八
条

夢
の
う
ち
に
ま
も
る
ち
か
ひ
の
し
る
し
あ
ら
は
な
か
き
ね
ふ
り
を
さ
ま

草
の
ゆ
か
り
に

紫
式
部
の
た
め
と
て
結
縁
供
養
し
侍
り
け
る
所
に
薬
草
喩
品
を
送
り
侍
る

一首
の

一
品
経
和
歌
を
こ
の
源

は
い
か
が
と
と
ひ
け
れ
ば

あ
き
は
ば
き
よ
り
の
ほ
り
て
お
は
し
ま
し
け
る
に
殿
上
人
人
あ
か
し
の
月

集
に
十
七
首
入
る
。
『
忠
盛
集
』

の

一
首、

院
中
納
言

・
前
斎
院
大
納
言
な
ど
、
親
忠
女
を
母
と
す
る
俊
成
の
娘
達
が
加
わ

っ
て

(66) 

い
た
可
能
性
は
相
当
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
」
と
主
張
さ
れ
る
。
と
も
か
く
も
そ

う
し
た
源
氏
供
養
が
催
さ
れ
た
の
だ
が
、
現
存
の

一
品
経
和
歌
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う

に
、
宗
家
が
薬
草
喩
品
第
五
を
担
当
し
、
隆
信
は
陀
羅
尼
品
第
二
十
六
を
詠
い
描
い

た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
の
宗
家
の
歌
は
薬
草
喩
品
の
三
草
二
木
の
た
と
え
を

「
若
紫
の
草
の
ゆ
か
り
」
と
詠
っ
て

『源
氏
物
語』

「
若
紫
」
巻
と
の
関
係
を
予
想
さ

一
方
、
隆
信
の
歌
は
「
夢
の
う
ち
に
」
と
あ
る
が
こ
れ
は
陀
羅
尼
品
の
「
乃
至

亦
復
莫
悩
」

に
し
た
が
っ
て
い
る
。
「
長
き
眠
り
」
と
あ
る
が
こ
の
旬
と

『源

氏
物
語
』
と
の
関
わ
り
は
今
ひ
と
つ
明
確
と
は
言
え
な
い
。

院
政
期
に
は
『
源
氏
物
語
』

の
巻
名
を
詠
じ
た
い
わ
ゆ
る
源
氏
物
語
巻
名
和
歌
が

散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。
『長
秋
詠
藻
」『
千
載
集
』
『
清
輔
朝
臣
集
』『
頼
政
朝
臣
集
』

『忠
度
朝
臣
集
』
『
経
正
朝
臣
集
』
『
実
家
卿
集
」『
小
侍
従
集
』『
明
日
香
井
和
歌
集
』

『伯
生
法
師
集
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
と
い
う
が
、
院
政
後
期
の

を
背
景
に
次
第
に
盛
ん
と
な
っ
た
。
上
記
の
歌
集
の
う
ち
、
「
寄
源
氏
恋
」
と
題
書
き

の
あ
る
も
の
は
、
俊
恵
法
師
の
歌
林
苑
で
行
わ
れ
た
月
例
歌
会
で
詠
じ
ら
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
清
輔
、
忠
度
、
経
正
、
小
侍
従
の
歌
は
同
じ
機
会
に
詠
じ
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
同

経
正
の
名
が
あ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
両
名
と
も
に
藤
原
俊
成
と
近
し
い
関
係
に
あ

り
師
事
し
た
と
思
わ
れ
る
。
平
氏
の
人
々
の
名
が
『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り
で
見

え
る
の
は
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
。
ま
た
忠
度
の
父
で
あ
る
忠
盛
が
、
白
河
院
・
鳥

羽
院
に
仕
え
重
用
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
平
氏
全
盛
の
基
礎
を
築
く

一
方、

文
雅
の
オ
を
も
あ
わ
せ
も
ち
家
集
『
忠
盛
集
』
を
遺
し
て
い
る
。
藤
原
為
忠
（
寂
超

の
父
）
と
は
和
歌
を
通
じ
て
親
し
く
そ
の
女
を
妻
と
も
し
た
。『
金
葉
集
」
等
の
勅
撰

と
て

藤
原
隆
信
の
詠
歌
で
あ
る
。
宗
家
は
、

夢
中

女
と
さ
れ
た
の
は
後
藤
丹
治
氏
で
あ

っ
て
、
以
下
の

せ、

物
語
篇
目
」
な
ど
と
あ
っ
て
、

一
品
経
の
見
返
絵
に

『源
氏
物
語
』
の

一
場
面
が
描

二
十
八
品
之
真
文

経
品
々
即
宛

に
よ
れ
ば
「
信
心
大
施
主
禅
定
比
丘
尼
」
が
発
願
し
「
殊
勧
道
俗
貴
賎

書
写
法
華

の
巻
名
を
用
い
て
い
な
い
。
こ
の
う
ち
に
平
忠
度
と
、

平

『源
氏
物
語
』
理
解
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九

須

磨

八

花

散

里

人
記
品
第
九

五
百
弟
子
受
記
品
第
八

モ
チ
ー
フ
と
し
て
採
用
さ
れ
る
に
際
し
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
源
氏
研
究
を
基
盤
に

し
た
と
思
わ
れ
る
源
氏
物
語
巻
名
和
歌
の
成
立
が
必
要
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
源
氏
供
養
で
は
、
法
華
経
二
十
八
品
各
章
と
『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
推
測
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
が
敢
え
て
考

え
た
い
。
さ
き
の
宗
家
の
歌
は
お
そ
ら
く
ま
ず
探
題
に
よ
り
薬
草
喩
品
を
と
っ
た
。

歌
の
内
容
か
ら
は
「
若
紫
巻
」
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
隆
信
は
陀
羅
尼
品
を
と

っ
た
が
対
応
す
る

一
品
経
は
不
詳
で
あ
る
。
か
つ
て
寺
本
氏
は
そ
の
対
応
に
つ
い
て

藤
原
伊
行
の
『
源
氏
釈
』
に
み
え
る
「
並
の
巻
」

、の
概
念
を
引
き
合
い
に
出
し
て

一

考
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
説
に
し
た
が
う
と
次
表
の
よ
う
な
対
応
関
係
が
考
え
ら
れ
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る
。

帯
木
（
並

一
空
蝉
、

ニ
タ
顔
）

若
紫
（
並
末
摘
花
）

二
十
二

二
十
三

七
御
幸
、
八
藤
袴
、
九
真
木
柱
）

横
笛
（
並
鈴
虫
）

嘱
累
本
第
二
十
二

宇
治
十
帖
(
-
橋
姫
、

二
椎
本
、

三
角
継
、
四
さ
わ
ら
び
、

『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
を
並
の
巻
を
考
慮
に
入
れ
て
順
序
立
て
、
さ
ら
に
題
名
の

み
伝
来
し
た
と
い
う
「
雲
隠
巻
」
を
加
え
、
宇
治
十
帖
は
全
体
で

―
つ
に
数
え
る
と

い
う
整
理
で
あ
る
。
必
ず
し
も
整
合
性
の
あ
る
整
理
で
は
な
い
こ
と
は
例
え
ば
源
氏

「若
紫
巻
」

と
法
華
経
薬
草
喩
品
が
対
応
し
て
い
な
い
点
か
ら
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

七

榊

化
城
喩
品
第
七

六

葵

授
記
品
第
六

五

花

宴

薬
草
喩
品
第
五

勧
発
品
第
二
十
八

四

紅

葉

賀

信
解
品
第
四

五
宿
木
、
六
東
屋
、
七
浮
舟
、
八
か
げ
ろ
ふ
、
九
手
習
、
十
夢
の
浮
橋
）

讐
喩
品
第

二
十
八

方
便
品
第

二
十
七
匂
兵
部
卿
（
並

一
紅
梅
、

二
竹
河
）

厳
王
品
第
二
十
七

桐
壷

序
品
第

二
十
六

雲
隠

陀
羅
尼
品
第
二
十
六

二
十

五

幻

普
門
品
第
二
十
五

二
十

四

御

法

妙
音
品
第
二
十
四

夕
霧

薬
王
品
第
二
十

二
十

一

柏
木

神
力
品
第
二
十

二
十

若

菜

常
不
軽
品
第
二
十

十

九

藤

裏

葉

法
師
功
徳
品
第
十
九

十

八

梅

枝

随
喜
功
徳
品
第
十
八

分
別
功
徳
本
第
十
七

十
七
玉
麓
（
並
初
音
、

二
胡
蝶
、

三
螢
、
四
常
夏
、
五
籟
火
、
六
野
分
、

よ
う
な
物
語
絵
様
彩
色
見
返
絵
の
出
現

・
展
開
が
あ
り
、
そ
こ
に

『
源
氏
物
語
』
が

十
六

乙
女

寿
量
品
第
十
六

提
と
し
て
見
返
絵
の
側
で
は
、
例
え
ば
源
俊
頼
の
事
例
や
久
能
寺
経
や
平
家
納
経
の

十

五

朝

顔

涌
出
品
第
十
五

一
品
経
書
写
と
一
品
経
和
歌
、
そ
れ
に
源

氏
物
語
絵
が
三
者
一
体
と
な
り
制
作
・
供
養
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
前

十

四

薄

雲

安
楽
行
品
第
十
四

さ
て
再
度
源
氏
供
養
に
注
目
す
れ
ば
、

十
三

松
風

勧
持
品
第
十

は
、
『
源
氏
物
語
』
の
「
明
石
巻
」
に
か
け
て
い
る
か
と
も
想
わ
れ
、
忠
盛
の
な
み
な
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み
な
ら
ぬ
教
養
が
に
じ
む
。

十
二

絵
合

提
婆
品
第
十

あ
り
あ
け
の
月
も
あ
か
し
の
う
ら
か
ぜ
に
な
み
ば
か
り
こ
そ
よ
る
と
見
え
し
か

十

澪
標
（
並
蓬
生
、

二
関
屋
）

十

明

石

宝
塔
品
第
十

法
師
品
第
十

80 



若
紫
巻
を
例
外
と
み
て
し
ば
ら
く
置
け
ば
陀
羅
尼
品
二
十
六
は
「
雲
隠
巻
」
に
対
応

す
る
こ
と
に
な
る
。
「
雲
隠
巻
」
は
光
源
氏
が
没
す
る
物
語
と
さ
れ
る
の
で
隆
信
の

「
長
き
眠
り
」
に
対
応
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
伊
行
の
『
源
氏
釈
』
が
源
氏
供
養

平
家
納
経
見
返
絵
の

モ
チ
ー
フ

紙
数
を
費
や
し
た
が
こ
の
源
氏
供
養
の
方
法
の
、

い
わ
ば
部
分
的
先
行
例
が
平
家

納
経
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
推
測
で
あ
る
。
平
家
納
経
の
物
語
絵
様
彩
色
見

返
絵
の

一
部
を
、
『
源
氏
物
語
』
に
取
材
し
た
図
様
と
み
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
序

（
奥
書
な
し
）
は
「
桐
壷
巻
」
、
勧
持
品
第
十
――-
（
奥
書
な
し
）
は
「
松
風
巻
」
、

分
別
功
徳
品
第
十
七
（
署
名

「左
衛
門
少
尉
平
盛
國
」
）
は
「
初
音
巻
」
、
法
師
功
徳
品

第
十
九
（
署
名
「
長
寛
二
年
九
月

一
日

康
」
）
は
「
匂
兵
部
卿
巻
」
と
み
る
の
で
あ
る

（
法
師
功
徳
品
見
返
絵
は
普
賢
来
儀
図

で
あ
る
が
、
芦
手
を
交
え
た
大
和
絵
様
の
表
現
で
あ
る
の
で

一
連
の
グ
ル
ー
プ
と
し

た）
。
薬
王
品
第
二
十
三
（
署
名
「
左
衛
門
少
尉
平
盛
信
」
）
は
い
ま
の
と
こ
ろ
『
源
氏

物
語
』
と
の
関
係
を
み
つ
け
て
い
な
い
。
ま
た
こ
れ
ら
は
平
家
納
経
の
署
名
を
と
も

な
う
巻
に
偏
っ
て
お
り
、
あ
る
い
は
序
品
（
最
終
紙
長
九
・
九

cm)
と
勧
持
品
（
最
終

紙
七
・
六
Cm)

は
経
巻
最
終
紙
が
極
端
に
短
い
こ
と
か
ら
、
も
と
あ
っ
た
署
名
が
切

り
離
さ
れ
侠
失
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
物
語
絵
様
彩
色
見
返
絵

は
や
は
り
何
か
意
味
を
持
つ
一
連
の
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

法
師
功
徳
品
第
十
九
の
場
合
は
、
丁
子
で
あ
わ
く
黄
色
に
染
め
た
料
紙
に
金
戟
箔

や
銀
禾
を
蒔
い
た
上
に
、
金
泥
と
銀
泥
を
基
調
に
し
た

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
少
な
い
描

写
で
持
経
者
の
目
前
に
影
向
す
る
普
賢
菩
薩
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
普
賢
菩
薩
は
背

景
の
中
に
か
す
か
に
か
た
ち
が
見
え
る
と
い
う
き
わ
め
て
幻
想
的
な
表
現
で
あ
り
注

裏
葉
巻
」
、
厳
王
品
第
二
十
七
（
署
名
「
長
寛
二
年
六
月
二
日
右
兵
衛
尉
平
朝
臣
重

従
二
位
行
櫂
中
納
言
平
朝
臣
清
盛
」
）
は
「
藤

品
第

四

に
引
用
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

目
さ
れ
て
き
た
。
普
賢
菩
薩
を
金
泥
（
あ
る
い
は
揉
み
箔
か
）
で
彩
色
し
、
わ
ず
か
に

白
線
で
肉
身
線
を
描
起
こ
し
、
表
情
を
点
彩
で
表
す
の
は
、
勧
持
品
の
如
来
形
の
表

現
法
に
近
い
。
い
わ
ば
皆
金
色
に
表
さ
れ
た
仏
の
姿
は
、
鎌
倉
時
代
に
先
行
す
る
新

し
い
表
現
法
で
も
あ
る
。
な
お
図
中
の
土
披
に
は
墨
線
を
引
き
重
ね
て
破
を
表
し
て

い
る
が
、
こ
れ
も
勧
持
品
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
共
通
性
が
注
目
さ
れ
る
。

た
だ
こ
の
普
賢
来
儀
図
の
図
様
は
、
法
華
経
終
章
の
勧
発
品
第
二
十
八
か
あ
る
い
は

結
経
で
あ
る
観
普
賢
経
の
経
説
に
し
た
が
っ
て
描
か
れ
る
、
法
華
経
信
仰
者
に
と
っ

て
至
高
の
場
面
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
巻
見
返
絵
は
勧
発
品
か
観
普
賢
経
と
の

錯
簡
を
疑
わ
れ
た
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
し
か
し
よ
く
観
察
す
る
と
表
紙
・
見
返
絵
の

装
飾
と
本
文
料
紙
の
装
飾
が
近
似
で
あ
り
（
違
和
感
が
な
く
）
、
さ
ら
に
現
状
の
題
名

を
失
っ
た
金
属
製
の
題
袋
か
ら
の
ぞ
き
見
ら
れ
る
表
紙
料
紙
に
は
、
当
初
と
思
わ
れ

る
白
字
の
古
様
の
筆
跡
（
本
文
写
経
の
首
・
尾
題
と
同
筆
）

で
、
「
法
師
功
徳
品
」
と

明
確
に
経
題
を
書
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
錯
簡
の
疑
い
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ

こ
に
敢
え
て
こ
の
図
様
が
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
法
師
功
徳
品
が

『源
氏

物
語
』
に
あ
て
ら
れ
れ
ば
「
藤
裏
葉
巻
」
に
対
応
し
、
「
藤
裏
葉
巻
」
で
は
光
源
氏
の

唯

一
人
の
女
で
あ
る
明
石
の
姫
君
が
東
宮
に
無
事
入
内
を
果
た
す
こ
と
（
明
石
の
姫

君
は
中
宮
と
な
り
若
宮
を
産
み
、
そ
の
若
宮
は
後
に
東
宮
と
な
る
）
、
光
源
氏
が
准
太

上
天
皇
と
な
り

一
代
の
栄
華
を
極
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
清
盛
の
願
望

に
合
致
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
光
源
氏
が
桐
壷
帝
の
皇
子
で
あ
り
な

が
ら
臣
下
の
身
分
と
な
っ
た
身
上
と
、
清
盛
が
実
は
白
河
院
の
皇
胤
で
あ
る
と
い
う

出
生
の
事
情
と
は
類
似
し
て
い
る
。
院
政
後
期
、
源
氏
研
究
が
隆
盛
と
な
る
中
で
清

盛
は
自
ら
の
身
上
を
光
源
氏
に
重
ね
合
わ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
普
賢
の
来

儀
に
あ
ず
か
る
山
中
修
行
僧
は
清
盛
自
身
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

巻
末
に
は
清
盛
自
身
の
署
名
が
あ
る
。

な
お
こ
の
見
返
絵
に
は
誦
経
す
る
行
者
の
窟
の
上
、
金
泥
で
描
か
れ
た
松
樹
に
重

ね
て
、
ま
た
下
辺
の
岩
形
に
、
さ
ら
に
普
賢
菩
薩
が
影
向
す
る
洲
浜
の
上
に
、
緑

（緑
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の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

清
浮
光
明
身
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
法
師
品
で
は
説
法
を
す
る
の

讀
誦
此
経
典

も
れ
ば
お
の
づ
か
ら

普
賢
薩
唾
は
見
え
た
ま
ふ
」
な
ど
の
法
華
経
読
誦
の
功
徳
を

た
い
。

伽
棚
な
ど
も
そ
な
え
て
い
た
と
い
う
。

尼
は
前
者
、
尼
削
ぎ
の
女
性
を
後
者
と
み
る
の
で
あ
る
。

一
方
『
源
氏
物
語
』
に
引

道
場
に

．
．
．
 
」
「
法
華
は
諸
法
に
す
ぐ
れ
た
り
人
の
音
せ
ぬ
所
に
て
読
誦
つ

僧
ゐ
た
り

（
亀
田
氏
自
作
今
様
歌
）
。
こ
の
見
返
絵
が
こ
う
し
た
今
様
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う

立
論
で
あ
る
。
以
下
、
私
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
同
じ
『
梁
塵
秘
抄
』
「
法
華
経
ニ

十
八
品
歌
」
の
「
法
師
品
（
第
十
）
」
に
は
、
「
寂
襄
音
せ
ぬ
山
寺
に

我
爾
時
為
現

普
賢
頭
を
撫
で
た
ま
ひ

詠
う
今
様
が
あ
り
、
こ
れ
は
法
師
品
の
釈
迦
の
傷
「
寂
莫
無
人
磐

法
華
経
誦
し
て

は
普
賢
菩
薩
で
は
な
く
釈
迦
で
あ
る
が
、
当
時
の
人
は
こ
れ
を
普
賢
に
読
み
替
え
た

と
思
し
い
。
と
す
れ
ば
こ
の
法
師
功
徳
品
の
見
返
絵
の
図
様
は
、
実
は
今
様
に
詠
わ

れ
る
よ
う
に
法
師
品
の
図
様
で
あ
る
可
能
性
も
同
時
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
こ
の
法
師
功
徳
品
見
返
絵
は
法
師
品
を
源
泉
と
し
て
お
り
、
法
師
品
を
介

し
て

『源
氏
物
語
』
「
明
石
巻
」
に
重
奏
す
る
可
能
性
を
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

序
品
第
一
は
「
桐
壷
巻
」
に
あ
た
る
。
こ
の
見
返
絵
に
は
貴
顕
男
女
の
法
華
経
書

写
•
読
誦
の
功
徳
が
描
か
れ
て
い
る
。

経
文
か
ら
一
条
の
戟
金
線
で
表
さ
れ
た
光
が

高
貴
な
女
性
の
あ
た
り
に
ふ
り
か
か
る
よ
う
だ
。
序
品
に
は
釈
迦
が
説
法
に
先
立
っ

て
眉
間
白
憂
相
か
ら
光
を
放
ち
、
六
道
衆
生
や
あ
ま
た
の
仏
国
土
の
情
景
を
、
説
法

に
参
じ
た
会
衆
に
示
し
た
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
こ
の
見
返
絵
は
そ
の
釈
迦
の
光
が

人
道
に
至
っ
た
と
こ
ろ
と
も
解
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
『
源
氏
物
語
』
に
引
き

寄
せ
て
、
桐
壷
更
衣
の
受
胎
（
す
な
わ
ち
光
源
氏
を
身
籠
も
る
）
を
暗
示
す
る
場
面
と

考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
桐
壷
更
衣
は
後
に
言
及
す
る
明
石
の
入
道
の
い
と

き
寄
せ
て
解
釈
す
れ
ば
、
「
松
風
巻
」
に
光
源
氏
が
明
石
の
上
と
そ
の
老
母

（尼）
、

そ
れ
に
明
石
の
上
と
の
間
に
も
う
け
た
女
で
あ
る
姫
君
を
大
堰
山
荘
に
呼
び
寄
せ
く

ら
さ
せ
た
と
こ
ろ
と
見
る
。『
源
氏
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
大
堰
山
荘
は
遣
水
を
流
し
闘

こ
の
勧
持
品
と
同

一
の
描
き
手
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
の
が
分
別
功
徳

品
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
蓮
池
を
前
に
し
て
洲
浜
に
老
尼
（
銀
泥
隈
取
の
着
衣
）

、
高
貴

な
女
性
（
同
じ
銀
泥
隈
取
の
着
衣
）
、
小
佳
（
丹
地
に
金
泥
斜
格
子
文
の
着
衣
）
姿
の
女

性
、
直
衣
（
銀
地
を
透
か
す
群
青
四
菱
入
り
三
重
欅
文
）
と
指
貫
（
白
群
地
に
銀
泥
の

浮
線
綾
文
）
姿
の
高
貴
な
男
性
が
く
つ
ろ
い
だ
様
子
で
配
さ
れ
る
。
奥
に
坐
す
二
人

の
女
性
は
勧
持
品
を
ひ
く
も
の
か
と
推
測
さ
れ
、
こ
れ
を
明
石
の
上
と
そ
の
老
母
と

考
え
、
手
前
の
女
性
を
八
歳
に
成
長
し
た
明
石
の
姫
君
、
男
性
を
光
源
氏
と
み
た
い
。

し
か
し
蓮
池
を
前
に
し
た
夏
の
情
景
で
あ
る
の
が
物
語
に
合
わ
ず
、
ま
た
「
初
音

巻
」
で
は
明
石
の
姫
君
は
未
だ
紫
の
上
の
も
と
に
い
る
の
で
、
物
語
と
は
完
全
に

一

致
す
る
図
様
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
可
能
性
に
留
意
し
て
さ
ら
に
後
考
を
重
ね

厳
王
品
第
二
十
七
は
、
経
説
に
説
か
れ
る
妙
荘
厳
王
の

二
王
子
で
あ
る
浄
蔵
・
浄

釈
迦
は
常
に
身
を
護
る
」
「
静
か
に
音
せ
ぬ

か
に
独
り
居
て
修
道
法
師
の
前
に
こ
そ

普
賢
薩
薩
は
見
え
給
へ
」
と
詠
ま
れ
た

青）

や
墨
で
「
し
つ
か
に
」
「
山
林
無
」
「
ひ
と
利
ゐ
天
」
、
「
数
道
」
、
（
絵
で
普
賢
菩

薩
）
「
身
え
給
へ
」
な
ど
と
文
字
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
亀
田
孜
氏
は
、

『梁
塵

秘
抄
』
巻
第
二

「
法
華
経
二
十
八
品
歌
、
普
賢
品
」
の
今
様
に
擬
し
て
、
「
山
林

静

こ
で
も
あ
る
。

つ
い
で
勧
持
品
第
十
三
と
分
別
功
徳
品
第
十
七
は
そ
れ
ぞ
れ
「
松
風
巻
」
と
「
初

音
巻
」
に
あ
た
る
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
勧
持
品
に
は
山
中
の
小
庵
に
安
置
さ

れ
た
阿
弥
陀
如
来
像
を
礼
拝
供
養
す
る
尼
公
と
女
房
を
表
し
て
い
る
。
庭
先
に
は
懸

樋
か
ら
流
れ
る
水
流
が
描
か
れ
、
い
か
に
も
郡
び
た
風
情
。
こ
れ
は
山
里
に
お
け
る

仏
像
礼
拝
供
養
を
勧
持
品
中
の
経
意
に
重
ね
て
表
現
し
た
も
の
と
考
え
て
き
た
。
序

品
と
同
様
に
現
世
の
信
仰
生
活
に
な
ぞ
ら
え
て
法
華
経
の
経
意
を
表
現
し
た
と

一
応

解
さ
れ
る
。
勧
持
品
で
釈
迦
の
読
母
の
摩
詞
波
闇
波
提
比
丘
尼
と
妃
で
あ
っ
た
耶
輸

陀
羅
比
丘
尼
の

二
人
の
女
性
に
初
め
て
授
記
し
た
こ
と
を
述
べ
る
の
に
対
応
し
、
老
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の
兄
弟
に
か
け
た
こ
と
に
な
る
。

疑
わ
ず
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
厳
王
品
長
行
の
「
佛
難
得
値

如
優
曇
波
羅
華

値
浮
木
孔
」
に
対
応
し
て
い
る
が
、
こ
の
今
様
に
も
近
い
図
様
と
思
わ

一
方
『
源
氏
物
語
』
に
引
き
寄
せ
れ
ば
、
「
匂
兵
部
卿
巻
」
に
あ
た
る
と
み
ら

れ
る
。
「
匂
兵
部
卿
巻
」
で
は
光
源
氏
亡
き
あ
と
の
声
望
を
継
ぐ
人
と
し
て
、
当
今
の

三
宮
（
匂
宮
は
、
当
今
と
明
石
の
中
宮
の
三
男
）
と
薫
（
光
源
氏
の
次
男
、
実
は
柏
木

の
子
）

の
評
判
が
高
い
。
匂
宮
は
二
条
院
を
里
邸
と
し
て
い
る
が
、
明
石
の
中
宮
の

女
一
の
宮
は
光
源
氏
が
築
い
た
六
条
院
に
住
み
、
次
期
東
宮
候
補
で
あ
る
二
の
宮
は

夕
霧
（
光
源
氏
の
男
）

た
夕
霧
の
長
女
大
君
は
東
宮
妃
と
な
る
。
明
石
の
中
宮
と
当
今
の
間
の

二
人
の
男
子

は
そ
れ
ぞ
れ
夕
霧
の
大
君
・
中
の
君
を
要
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
明
石
の
御
方
（
明

石
の
上
）
は
大
勢
の
親
王
た
ち
の
後
見
役
で
幸
せ
で
あ
っ
た
。
厳
王
品
の
見
返
絵
に

描
か
れ
る
二
人
の
高
貴
な
女
性
は
、
東
宮
妃
と
な
っ
た
大
君
と
二
の
宮
に
嫁
し
た
中

の
君
を
表
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
君
と
中
の
君
の
姉
妹
を
、
浄
蔵
・
浄
厳

仮
説
を
重
ね
た
て
き
た
が
、
平
家
納
経
は
藤
原
親
忠
女
が
主
催
し
た
源
氏
供
養
に

先
行
し
て
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
源
氏
物
語
絵
を
見
返
絵
に
採
用
し
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
関
係
付
け
の
仕
方
は
源
氏
絵
を
法
華
経
に
か
け
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
考
察
し
て
次
第
に
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
、
上
記
見
返
絵
に
描
か
れ
る

主
題
の
裏
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
語
ら
れ
る
明
石

一
族
と
光
源
氏

の
物
語
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
平
家
納
経
の
編
纂
が
計
画
さ
れ
た
お
り
に
、

明
石

一
族
の
物
語
を
織
り
込
む
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う

れ
る
。

一
眼
之
亀

の
次
女
中
の
君
を
要
っ
て
六
条
院
を
里
邸
に
し
て
い
る
。
ま

御
法
は
浮
木
な
り
参
り
会
ふ
我
等
は
亀
な
れ
や

今
は
当
来
禰
勒
の

又
如

厳
に
見
立
て
た
と
思
わ
れ
る
二
人
の
高
貴
な
女
性
を
描
い
て
い
る
。
見
返
絵
は
い
か

に
も
歌
絵
風
で
あ
り
、
添
景
で
あ
る
甕
（
亀
）
、
水
に
浮
か
ぶ
経
巻
（
浮
き
木
）
、
扇
な

ど
当
時
の
人
が
見
れ
ば
た
だ
ち
に
解
し
う
る
だ
ろ
う
絵
模
様
が
配
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
葦
手
に
も
特
色
が
あ
る
。
前
出
の
『
梁
塵
秘
抄
』
「
妙
荘
厳
王
品
」
に
は
「
釈
迦
の

三
会
の
暁

の
が
私
の
次
の
推
測
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
那
辺
に
あ
る
の
か
。
次
に
は
『
源
氏
物

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
明
石

一
族
の
物
語
に
は
、
注
目
す
べ
き
特
徴
が
あ
る
。

明
石

一
族
は
、
光
源
氏
が
い
っ
た
ん
隠
棲
し
た
須
磨
か
ら
、

ふ
た
た
び
京
に
帰
り
栄

華
あ
ふ
れ
る
生
活
に
た
ち
も
ど
る
契
機
を
な
し
た
重
要
な
位
置
づ
け
の
人
々
で
あ
る
。

明
石

一
族
の
属
性
に
は
、
は
じ
め
か
ら
何
か
神
秘
的
な
力
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と

『
源
氏
物
語
』

の
「
若
紫
巻
」
で
は
、
良
清
が
明
石

一
族
の
う
わ
さ
を
す
る
場
面

が
あ
り
、
明
石
の
入
道
が
自
分
の
幼
い
女
（
明
石
の
上
）
に
対
し
て
、
「
宿
世
た
が
は

ば
海
に
入
り
ね
」
と
、
常
に
遺
言
し
て
い
る
こ
と
を
う
け
て
、
人
々
が
「
海
龍
王
の

后
に
な
る
べ
き
い
つ
き
女
な
な
り
」
と
言
い
合
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
明

石
の
上
は
、
「
海
」
に
強
く
縁
づ
け
ら
れ
、
ま
た
同
時
に
海
中
に
住
む
「
海
龍
王」

に

も
か
か
わ
る
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
と
も
と
明
石
の
入
道
は
こ
の
女
が
生
ま

れ
る
と
き
に
は
、
異
常
な
瑞
夢
を
見
、
住
吉
明
神
に
祈
っ
て
女
を
帝
か
高
貴
な
人
に

要
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う
（
「
若
菜
上
巻
」
）
。
明
石
の
入
道
や
明
石
の
上
の
住
吉
明

神
に
対
す
る
信
仰
は
深
く
、
『
源
氏
物
語
』
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

（
入
道
）
「
住
吉
の
神
を
頼
み
は
じ
め
た
て
ま
つ
り
て
、
こ
の
十
八
年
に
な
り
は
べ
り

ぬ
。
女
の
童
の
い
と
き
な
う
は
べ
り
し
よ
り
思
ふ
心
は
べ
り
て
、
年
ご
と
の
春
秋
ご

と
に
か
な
ら
ず
か
の
御
社
に
参
る
こ
と
な
む
は
べ
る
」
（
「
明
石
巻
」
）
、
（
明
石
の

上
）
「
思
ふ
人
々
に
お
く
れ
な
ば
、
尼
に
も
な
り
な
む
、
海
の
底
に
も
入
り
な
む
な
ど

ぞ
思
ひ
け
る
。
父
君
、
と
こ
ろ
せ
く
思
ひ
か
し
づ
き
て
、
年
に
二
た
び
住
吉
に
詣
で

(70
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さ
せ
け
り
。
」
（
「
須
磨
巻
」
）
な
ど
と
あ
る
。
明
石

一
族
は
、
住
吉
の
神
に
深
く
帰
依

し
て
い
た
が
、
住
吉
の
神
と
は
海
神
で
あ
り
、
明
石

一
族
は
そ
の
海
神
に
連
な
る
べ

に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
明
石
一
族
の
物
語

語
』
の
中
の
明
石

一
族
の
持
つ
意
味
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

83 鹿園雑集 2,3 (2001) 



る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
い
た
。

さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で

『
源
氏
物
語
』
「
須
磨
巻
」
に
は
光
源
氏
が
須
磨
に
隠
棲
し
た
と
き
の

「
弥
生
の
朔
日
に
出
で
来
た
る
巳
の
日
」
（
三
月

一
日
の
巳
の
日
）
の
祓
え
に
つ
い
て

興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
光
源
氏
が
三
月
上
巳
の
日
に
殺
ぎ
を
し
よ
う
と
し
て
海
辺

に
出
て
、
陰
陽
師
を
召
し
て
祓
え
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
に
わ
か
に
暴
風
雨
が
起
こ
り

高
潮
も
襲
来
し
落
雷
も
あ
っ
て
異
様
な
こ
と
と
な
り
、
光
源
氏
に
も
危
険
が
及
ぶ
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
海
の
中
の
龍
王
が
光
源
氏
を
見
込
ん
で
神
威
を
示
し
た
の
で

あ
る
（
海
龍
王
の
も
の
め
で
）
。
こ
の
風
雨
は
数
週
間
や
ま
ず
、

つ
い
に
光
源
氏
は
住

吉
明
神
や
、
海
の
中
の
龍
王
、
よ
ろ
づ
の
神
た
ち
に
祈
り
、
こ
の
災
禍
を
乗
り
こ
え

よ
う
と
す
る
。
こ
の
光
源
氏
の
危
機
を
救
い
、
夢
枕
に
た
っ
た
父
帝
桐
壷
院
の
お
告

げ
に
し
た
が
お
う
と
す
る
光
源
氏
を
、
実
際
に
須
磨
か
ら
明
石
に
導
い
た
の
は
明
石

の
入
道
で
あ
る
。
明
石
の
入
道
は
同
じ
月
十
三
日
（
巳
の
日
）
に
、
神
慮
に
よ
り
「
あ

や
し
き
風
細
う
吹
」
き
た
る
に
の
り
小
舟
で
須
磨
に
い
た
り
、
源
氏
を
明
石
に
連
れ

帰
る
の
で
あ
る
。
こ
の
須
磨
で
の
事
件
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
住
吉
明
神
」
、
「
龍
王
」
、

暦
日
の
「
巳
」
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
海
や
龍
神
の
信
仰
に
か
か
わ
る
こ
と
が
注
意

実
際
、
石
川
徹
氏
は
光
源
氏
の
須
磨
流
嫡
讀
は
『
日
本
書
紀
』

の
海
幸
山
幸
説
話

を
典
拠
（
原
話
）
に
し
て
お
り
、
彦
火
々
出
見
命
が
光
源
氏
、
龍
宮
の
豊
玉
姫
（
彦

(72
)
 

火
々
出
見
命
と
結
婚
す
る
）
が
明
石
の
上
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
明
石
の

上
は
す
で
に
「
若
紫
巻
」
で
「
海
龍
王
の
后
に
な
る
べ
き
い
つ
き
女
」
と
さ
れ
て
い

さ
ら
に
光
源
氏
と
明
石
の
上
の
間
に
生
ま
れ
た
、
明
石
の
姫
君
を
「
夜
光
る
玉
」

に
擬
し
、
海
幸
山
幸
説
話
の
潮
満
つ
玉
・
潮
干
る
玉
に
み
た
て
て
い
る
こ
と
に
も
注

意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
源
氏
物
語
』
「
松
風
巻
」
に
「
若
君
は
、

い
と
も
い
と
も
う

つ
く
し
げ
に
、
夜
光
り
け
む
玉
の
心
地
し
て
、
袖
よ
り
外
に
は
放
ち
き
こ
え
ざ
り
つ

る
を
」
な
ど
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
夜
光
玉
と
は
『
源
氏
物
語
』

(71
)
 

き
海
龍
王
の

一
族
で
あ
る
と
の
暗
喩
的
構
造
が
見
て
と
れ
よ
う
。

の
古
注
に
よ
れ
ば

し
て
光
源
氏
の
血
は
皇
統
に
流
れ
込
む
こ
と
に
な
る
。

海
龍
王
の
子
（
女
）

(73) 

の
持
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
明
石
の
上
と
そ
の
光
源
氏
と
の
間

の
女
の
明
石
の
姫
君
と
は
、
海
龍
王
の

一
族
と
し
て
何
重
に
も
性
格
付
け
が
な
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
『源
氏
物
語
』
の
明
石

一
族
が
、
海
龍
王
の

一
族
に
な
ぞ
ら
え
ら

な
お
、

『源
氏
物
語
』
に
は
さ
ら
に
重
ね
て
、
光
源
氏
と
こ
の
明
石

一
族
と
の
関
係

が
言
及
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
明
石
入
道
が
語
る
「
故
母
御
息
所
は
、

お
の
が
を
じ
に
も
の
し
た
ま
ひ
し
按
察
大
納
言
の
御
む
す
め
な
り
」
（
「
須
磨
巻
」
）

と
い
う
事
実
で
あ
る
。
光
源
氏
の
母
で
あ
る
桐
壷
更
衣
は
、
明
石
入
道
の
叔
父
の
按

察
大
納
言
の
女
と
い
う
。
す
な
わ
ち
明
石
の
入
道
と
光
源
氏
の
母
と
は
い
と
こ
の
関

係
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
光
源
氏
に
も
母
方
を
通
じ
て
、
海
龍
王
の
性
格
が
付
与

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
事
実
が
、

『源
氏
物
語
』
「
須
磨
巻
」
に

お
け
る
光
源
氏
の
異
常
な
体
験
の
伏
線
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
光
源
氏
も

(74
)
 

海
龍
王
と
は
無
関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
光
源
氏
は
ふ
た
た
び
帰
洛
す
る
こ
と
に
な
る
。
重
要
な
の
は
光
源
氏
と

明
石

一
族
の
血
を
引
く
明
石
の
姫
君
は
、
光
源
氏
の
唯

一
の
女
で
あ
り
、
彼
女
は
そ

の
後
東
宮
の
妃
と
な
り
、
次
代
の
天
皇
に
な
る
べ
き
人
を
生
む
こ
と
で
あ
る
。
か
く

以
上
要
す
る
に
、

『源
氏
物
語
』
に
お
け
る
明
石

一
族
は
、
性
格
的
に
は
海
龍
王
の

一
族
が
現
世
に
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
光
源
氏
は
そ
の

一
族
に
よ

っ
て、

皇
統
に
自

ら
の
血
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
得
た
と
解
さ
れ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。

平
清
盛
が
着
目
し
た
の
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
こ
の
明
石

一
族
と
光
源
氏
と

の
関
係
で
あ
る
と
考
え
る
。
『
源
氏
物
語
』
に
は
海
神
、
龍
神
、
龍
王
に
か
か
わ
る
神

道
的
（
民
俗
信
仰
的
）
な
も
の
と
仏
教
的
な
も
の
と
を
あ
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
奇

跡
奇
瑞
の
物
語
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
清
盛
は
、
み
ず
か
ら
の
龍
神
（
龍
女
）

信

仰
を
そ
の
接
点
と
し
て
、
明
石

一
族
の
物
語
に
着
目
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

清
盛
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
栄
達
と
、
そ
の
女
で
あ
る
徳
子
を
入
内
さ
せ
つ
い
に
は

れ
、
重
層
的
構
造
を
な
す
こ
と
は
、
確
実
で
あ
る
。

84 
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『源
氏
物
語
』

九
）
に
父
輔
仁
親
王
が
没
し
た
の
ち
源
姓
を
賜
り
従

清
盛
•
平
氏
固
辺
と

い
く
つ
か
の
指
標
を
あ
げ
れ
ば
、
ま
ず
堀
川
院
の
こ
ろ

の
源
氏
流
行
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
現
存
の
徳
川
黎
明
会
と
五
島
美
術
館
の
源
氏
物

語
絵
巻
は
、
十
二
世
紀
前
半
こ
ろ
の
作
品
で
あ
る
。
さ
ら
に
文
献
に
よ
れ
ば
、
白
河

(76) 

院
政
、
鳥
羽
天
皇
の
こ
ろ
に
源
氏
物
語
絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
鳥

羽
天
皇
の
中
宮
で
あ
る
待
賢
門
院
が
、
中
将
君
（
三
位
中
将
源
有
仁
）
に
源
氏
絵
間
紙

（源
氏
絵
の
料
紙
と
解
さ
れ
る
）
を
調
進
さ
せ
た
。
こ
の
有
仁
(
―
1
0
三
＼
四
七
）

は、

左
大
臣
、
従

一
位
に
至
っ

た
人
物
で
、
後
三
条
天
皇
の
皇
子
輔
仁
親
王
の
子
で

あ
る
。
元
永
二
年

(
――

位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
祇
固
女
御
の
猶
子
（
白
河
天
皇
の
養
子
）

で
も
あ
っ
た
。

ま
た
こ
れ
と
同
じ
こ
ろ
、

二
十
巻
本
の
源
氏
物
語
絵
巻
も
制
作
さ
れ
た
。
な
お
こ

の
源
氏
物
語
絵
巻
の
画
家
は
、
「
紀
の
局
」
と
「
長
門
の
局
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

紀
の
局
は
清
盛
の
同
盟
者
で
あ
る
藤
原
通
憲
（
信
西）

の
妻
で
あ
っ
た
藤
原
朝
子
で

あ
る
可
能
性
が
強
い
（
朝
子
は
「
紀
禅
尼
」
と
し
て
実
際
に
画
家
と
し
て
目
無
経
白
描

『源
氏
物
語
』

（
十
二
世
紀
初
頭
）
か
ら

次
代
の
天
皇
の
外
戚
と
な
る
こ
と
こ
そ
が
、
願
望
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

の
明
石

一
族
の
物
語
と
清
盛
の
願
望
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
ま
た
「
藤
裏
葉
巻
」
が
、
光
源
氏
が
官
位
を
き
わ
め

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
明
石
の
姫
君
が
入
内
を
は
た
す
場
面
で
も
あ
る
こ
と
に
も
ふ
た

た
び
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
清
盛
の
龍
神
（
龍
女
）
信
仰
こ
そ
が
、

平
家
納
経
と
『
源

氏
物
語
』
と
の
接
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
故
に
こ
そ

『源
氏
物
語
』

の
明
石

一
族
の
物
語
が
注
目
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

り
ま
く
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
若
干
の
推
察
を
こ
こ
ろ
み
た
い
。

の
う
ち

と
こ
ろ
で
、
上
記
の
前
提
と
な
る
べ
き
、
清
盛
や
そ
の
周
辺
の
『
源
氏
物
語
』
理

解
は
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
ち
か
わ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、
平
氏
を
と

じ
て
、
盛
子
が
基
実
に
嫁
し
た
長
寛
二
年
(
-
―
六
四
）

一月
に
は
す
で
に
清
盛
に

測
さ
れ
る
。

下
絵
を
遺
し
て
い
る
）
。
こ
の

二
十
巻
本
源
氏
物
語
絵
巻
は
つ
い
に
は
建
礼
門
院
徳

(77) 

子
の
女
院
御
所
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
秋
山
光
和
氏
や

(78) 

徳
川
義
宜
氏
の
緒
論
が
あ
る
。

そ
の
建
礼
門
院
に
仕
え
た
建
礼
門
院
右
京
大
夫
は
、

『源
氏
釈
』
を
著
し
た
藤
原
伊

行
の
女
で
あ
っ
て
、

『建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
に
み
る
彼
女
の
和
歌
に
は
、

『源
氏

物
語
』
を
ふ
ま
え
た
も
の
が
多
い
。
な
お
、
建
礼
門
院
右
京
大
夫
の
手
元
に
は
、
源

(79) 

氏
物
語
の

一
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
糸
賀
き
み
江
氏
に
よ
れ
ば
、
女
房
・
右
京
大

夫
は
こ
れ
よ
り
先
、
永
万
二
年
(
-

―
六
六
）
に
は
、
平
清
盛
の
女
で
あ
る
盛
子
が
嫁

(80) 

し
た
藤
原
基
実
（

―
-
四
三
＼
六
六
）
に
出
仕
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
女
房

・
右

京
大
夫
が
平
氏
の
周
辺
に
お
い
て
活
躍
し
た
の
は
意
外
に
早
い
だ
ろ
う
。
女
房

・
右

京
大
夫
は
基
実
の
没
後
、
盛
子
の
縁
で
、
そ
の
妹
で
あ
る
建
礼
門
院
に
仕
え
た
と
推

左
大
臣
・
摂
政
で
あ
っ
た
基
実
は
、
そ
の
こ
ろ
大
納
言
で
あ
っ
た
清
盛
の
支
え
を

受
け
て
若
年
な
が
ら
政
治
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
藤
原
基

実
の
後
見
が
藤
原
忠
通
の
代
か
ら
摂
関
家
に
仕
え
て
い
た
藤
原
邦
綱
(
-
ロ
ニ

S

八

一
）
で
あ
り
、
邦
綱
は
基
実
の
没
後
、
そ
の
遺
領
（
摂
関
家
領
）
を
盛
子
に
伝

え
る
よ
う
に
清
盛
に
進
言
し
、
自
ら
も
島
津
荘
を
知
行
し
た
。
邦
綱
は
摂
関
家
を
通

き
わ
め
て
近
し
く
、
ま
た
そ
の
後
も
深
い
関
係
を
保
つ
。
邦
綱
は
右
馬
権
助
藤
原
盛

(81
)
 

国
の
子
で
、
紫
式
部
の
父
、
為
時
の
五
代
の
孫
で
あ
り
、
平
清
盛
の
親
友
で
あ
る
。

春
宮
権
大
夫
、
右
京
大
夫
、
周
防
権
守
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。
男
に
清
盛
の
養
子

と
し
た
清
邦
ら
が
い
た
。
女
に
は
、
成
子
（
六
条
天
皇
乳
母
）
、
邦
子
（
高
倉
天
皇
乳

母）

、
輔
子
（
安
徳
天
皇
乳
母
、
平
重
衡
室
）
、
綱
子
（
建
礼
門
院
乳
母
）
ら
が
い
た
。

も

っ
て
清
盛
と
の
強
い
つ
な
が
り
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
「
平
大
相
国
と
さ
し
も
契

深
う
、
心
ざ
し
浅
か
ら
ざ
り
し
人
な
り
」
（
『平
家
物
語
』
六
）
と
い
わ
れ
た
。
清
盛
は

こ
の
邦
綱
の
父
の
盛
国
の
邸
宅
で
養
和
元
年
(
-
―
八

一
）
閏
二
月
四
日
没
し
て
い
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佛

供

御

明

る
。
邦
綱
も
そ
の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
、
同
二
十
三
日
に
没
し
た
。
す
な
わ
ち
清
盛

は
、
紫
式
部
と
縁
続
き
の
人
を
友
人
と
し
た
。

邦
綱
の
事
績
の
う
ち
で
注
目
す
べ
き
事
の

一
っ
に
、
仁
安
元
年
(
-―

六
六
）
九

月
三
日
・
六
日
の
、
基
実
没
後
の
法
事
に
際
し
て
お
こ
な
っ
た
結
縁
経
供
養
が
あ
る
。

九
月
三
日
（
略
）
次
有
結
縁
経
供
養

二
幅
繹
迦
三
尊

一
鋪

都
三
十
二
軸

臣
以
下
三
十
二
人

式
部
櫂
少
輔
敦
綱
草
之

普
賢

一
鋪

宮
内
少
輔
伊
行
清
書
之

此
宣
旨
殿
以
下

一
幅
半
錦
縁

被
物

一
重

御

誦

経

布

十

段

佛

布

施

造

花

織

物

掛

珍

重

之

至

不

能

筆

端

金

銀

珠

玉

美

麗

究

善

被

副

捧

物
信

範

奉

圏

廿

八

品

開

結

二
経

（右
）
（
布
京
大
夫
）

三
位

左

京

兆

併
書
窮

一
巻

左
大
丞

装
演
鍍
金
銀

桓
救
阿
闇
梨
為
導
師紫

裏
白
色
紙

是
又
銀
造
物

若
枝
葉
錦
横
被

な
ど
と
あ
っ
て
、
九
月
三
日
お
よ
び
六
日
に
は
、
故
摂
政
藤
原
基
実
の
た
め
の

一
品

経
供
養
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
男
方
と
女
方
に
わ
け
て
供
養
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
六

十
四
巻
の
法
華
経

一
品
経
な
ど
の
経
巻
が
制
作
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
巻
は
装
演

に
金
銀
珠
玉
が
用
い
ら
れ
美
麗
を
き
わ
め
、
鳥
羽
院
政
期
待
賢
門
院
な
ど
の
作
善
を

連
想
さ
せ
る
。
こ
の
男
方
に
は
、
藤
原
邦
綱
が
筆
頭
と
し
て
関
わ
り
、
ま
た
女
房

一

品
経
供
養
に
も
同
様
に
邦
綱
が
関
わ
り
、
そ
の
女
方
に
は
基
実
の
母
で
あ
る
従
二
位

信
子
、
六
波
羅
三
位
平
時
子
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
男
方
の
供
養
願
文
（
お
そ
ら
く
女
方
の
願
文
も
同
様
）
を
藤
原
伊
行
が
書

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
伊
行
は
同
じ
九
月
七
日
の
仏
事
の
願
文
を
も
清
書 或

位
殿

六
波
羅
三
位
殿

雨
方
女
房
各
分

一
品

調

一
軸

九
月
六
日
（
略
）
有
右
京
大
夫
御
仏
事
（
略
）
次
女
房

一
品

経

供

養

母

儀

金
薄

互

致

美

麗

是

深

志

之

至

也

蓋

依

能

説

也

願

文

各
為
所
課

賓
物
珠
玉

般

若

心

経

等

刑
部
卿
重
家
朝

錦
縁

『兵
範
記
』
に
よ
れ
ば
、

阿
禰
陀

な
形
で
『
源
氏
物
語
』
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

(82
)
 

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
藤
原
伊
行
は
、
こ
の
基
実
家
に
き
わ
め
て
近
し
か
っ
た
。
さ

か
の
ほ
れ
ば
、
伊
行
は
関
白
基
実
の
初
度
の
上
表
文
（
藤
原
永
範
起
草
）
を
世
尊
寺

(83) 

流
の
能
書
と
し
て
清
書
し
て
い
る
。
ま
た
基
実
が
左
大
臣
を
辞
す
る
と
き
の
上
表
も

清
書
し
て
い
恥
。
こ
れ
よ
り
先
、
久
寿
二
年
（

一
五
五
）
に
は
、
基
実
の
父
忠
通
が

(85
)
 

亡
く
な
っ
た
夫
人
の
た
め
に
行
っ
た
仏
事
の
願
文
を
書
し
て
い
る
。
さ
ら
に
伊
行
は

邦
綱
と
も
近
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伊
行
が
源
氏
物
語
研
究
に
し
た
が
っ
た
の

は
、
紫
式
部
有
縁
の
邦
綱
の
存
在
も
無
関
係
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
伊
行
父
子
は
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
邦
綱
・
基
実
を
介
し
て
清
盛
や

平
氏
に
近
い
と
こ
ろ
で
活
躍
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
後
、
伊
行
は
、

仁
安
二
年

(

-―

六
七
）

の
「
太
皇
太
后
宮
亮
平
経
盛
朝
臣
家
歌
合
」
に
出
仕
し
て
、

四
首
を
遺
し
た
事
実
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
平
経
盛
が
主
催
し
た
歌
合
は
、

王
朝
の

な
ご
り
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
久
保
田
淳
氏
は
、
「
そ
の
よ
う
な
平
家
全
盛
時
代

の
『
源
氏
』
熱
ー
結
局
そ
れ
は
『
源
氏
』
を
頂
点
と
す
る
王
朝
文
化
へ
の
憧
憬
に
他

な
ら
な
い
ー
（
中
略
）
彼
等
は
『
源
氏
』
を
、
彼
等
の
時
代
に
は
も
は
や
頬
落
し
た
形

で
し
か
残
り
留
ま
っ
て
い
な
い
王
朝
の
美
学
を
測
定
す
る
最
も
確
か
な
尺
度
と
み
な

し
て
い
た
。
」
と
さ
れ
、
平
氏
政
権
下
の
文
化
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
重
要
な
位

(86
)
 

置
づ
け
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
平
氏
と
平
氏
を
と
り
ま
く
人
々
が
さ
ま
ざ
ま

こ
う
し
た
平
氏
を
取
り
ま
く
文
化
的
状
況
の
中
で
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
藤

一
七

原
伊
行
の
存
在
で
あ
る
。
伊
行
の
年
齢
に
つ
い
て
は
普
通
に
は
安
元
元
年
（

(87
)
 

五
）
に
三
十
八
歳
で
没
し
た
（
生
年
は

一――――
八
年
と
な
る
）
と
さ
れ
る
が
、
白
畑
よ

(88
)
 

し
氏
に
は
年
齢
を
や
や
上
げ
る
独
自
の
解
釈
が
あ
る
。
伊
行
が
葦
手
本
倭
漢
朗
詠
抄

二
巻
（
国
宝
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
）
を
あ
ら
わ
し
た
永
暦
元
年
(
-―

六

0
)
は

伊
行
四
十
五
歳
（
生
年
は

一
―
―

六
年
と
な
る
）
、
そ
の
女
で
、
後
に
建
礼
門
院
右
京

大
夫
と
な
る
人
は
八
歳
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
糸
賀
氏
の
年
齢
観
と
も
近
い
。
伊
行
の

活
躍
年
が
よ
り
自
然
に
理
解
で
き
よ
う
。
伊
行
が

『源
氏
釈
』
を
著
し
た
の
は
、
積

86 



う
こ
と
が
で
き
る
。

七

極
的
に
、
上
記
の
よ
う
な
平
氏
政
権
下
に
お
け
る
文
化
状
況
の
要
請
に
し
た
が
っ
た

(89) 

の
で
あ
ろ
う
と
解
し
た
い
。

平
氏
を
と
り
ま
く

『源
氏
物
語
』
理
解
の
状
況
は
概
略
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、
し
だ
い
に
重
要
な
人
間
関
係
が
浮
彫
り
に
な
る
。
た
だ
し
平
清
盛
と

語』

の
直
接
的
な
接
点
を
示
す
具
体
的
な
証
拠
は
見
つ
け
出
せ
な
い
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
藤
原
伊
行
と
平
家
納
経
と
の
関
わ

り
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

藤
原
伊
行
と
平
家
納
経

も
、
仏
の
智
恵
に
は
及
ば
な
い
」
（
「
如
栢
麻
竹
葦

充
満
十
方
刹

一
心
以
妙
智

藤
原
伊
行
は
、
藤
原
行
成
に
発
す
る
世
尊
寺
流
の
六
代
孫
で
あ
り
、
能
書
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
基
実
の
ほ
か
に
も
藤
原
貴
族
の
た
め
に
達
箪
を
ふ
る
っ
て
い
る
こ

(90
)
 

と
が
記
録
か
ら
知
ら
れ
る
。
伊
行
の
筆
跡
の
う
ち
、

幸
い
に
も
葦
手
本
倭
漢
朗
詠
抄

巻
が
今
日
に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
て
、
我
々
は
そ
こ
か
ら
興
味
あ
る
事
実
を
う
か
が

か
つ
て
田
中
塊
堂
氏
は
こ
の
伊
行
箪
倭
漢
朗
詠
抄
と
、
平
家
納
経
願
文
と
を
同
筆

(91
)
 

と
み
ら
れ
た
。
平
家
納
経
を
詳
細
に
み
れ
ば
、
た
と
え
ば
方
便
品
第
二
の
見
返
絵
は
、

こ
の
葦
手
本
倭
漢
朗
詠
抄
と

一
見
し
て
近
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
方
便
品
に
注
目
す
る
こ
と
に
す
る
。
方
便
品
第
二
の
表
紙
に
は
、

他
の
巻
と
同
様
に
銀
製
鍍
金
の
発
装
金
具
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
表
紙
側

は
細
い
竹
幹
に
竹
葉
を
五
枝
透
彫
り
し
、
竹
葉
に
は
鍍
金
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
見

返
絵
側
は
端
装
か
ら
二
本
の
小
枝
を
の
ば
し
、
刻
線
で
竹
葉
を
表
し
て
い
る
。
な
お
、

掛
緒
を
留
め
る
銀
も
竹
の
小
枝
に
象
る
と
い
う
き
わ
め
て
凝
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
竹
」
は
こ
の
時
代
に
は
比
較
的
め
ず
ら
し
い
図
様
と
み
ら
れ
る
が
、
方
便
品
に

「葦
や
竹
が
密
生
す
る
如
く
多
く
の
優
れ
た
求
道
者
が
そ
ろ
っ
て
智
恵
を
追
求
し
て

『源
氏
物

う
。
法
華
経
で
は
方
便
品
に
の
み
「
竹
」
が
み
え
る
。
「
竹
」
に
着
目
し
た
人
物
は
法

華
経

一
文
字

方
便
品
の
見
返
絵
は
、

厚
い
銀
砂
子
地
に
汀
の
光
景
を
描
く
。
お
だ
や
か
な
線
描

で
土
披
を
か
さ
ね
、

ひ
か
え
め
に
墨
被
も
そ
え
て
、
そ
の
上
に
は
松
樹
と
紅
葉
を
配

し
、
大
和
絵
の
情
景
を
つ
く
る
。

画
中
に
多
く
の
「
葦
」
を
配
し
て
い
る
の
は
端
装
金
具
に
「
竹
」
を
表
す
の
と
同
様

に
方
便
品
本
文
を
意
識
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
蛇
籠
、
板
子
を
汀
に
配
し
、

い
わ
ゆ
る
葦
手
文
字
で
「
加
」
「
と
」
「
ぬ
」
を
ち
ら
し
て
い
る
。
土
披
上
の
松
樹
と

紅
葉
が
い
ず
れ
も
幹
を
交
差
さ
せ
る
な
ど
、
図
中
に
記
号
的
に
配
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
図
様
が
目
立
つ

。
こ
う
し
た
葦
手
絵
の
各
々
の
図
様
（
部
品
）
が
、
伊
行
筆
葦
手
本

和
漢
朗
詠
抄
に
近
似
し
て
い
て
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
る
。
な
お
図
中
の
樹
木
の
表
現

は
序
品
第

一
に
同
様
で
あ
る
。
そ
の
序
品
第

一
に
も
葦
手
文
字
を
散
ら
し
た
撫
子
の

表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
撫
子
は
倭
漢
朗
詠
抄
中
に
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。
そ
の
外

に
も
倭
漢
朗
詠
抄
に
見
ら
れ
る
葦
手
文
様

・
文
字
と
平
家
納
経
葦
手
絵
と
は
共
通
点

が
多
い
。
水
鳥
、
岩
、
飛
鳥
、
片
輪
車
、
土
披
、
流
水
、
草
木
、

葦
手
文
字
な
ど
の

一
方
こ
の
序
品
第
二
の
本
文
写
経
は
、
き
わ
め
て
特
色
の
あ
る
筆
跡
で
あ
る
。
化

城
喩
品
第
七
、
普
門
品
第
二
十
五
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
涌
出
品
第
十
五
も
こ
れ

に
近
い
。
書
道
史
の
方
面
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
藤
原
伊
行
の
箪
で
あ
る

と
目
さ
れ
る
。
「筆
を
や
や
右
に
傾
け
た
側
筆
で
、
右
肩
上
が
り
の
特
徴
的
な
字

形
」
は
、
写
経
の
書
風
の

一
典
型
で
あ
る
藤
原
定
信
の
書
風
（
「
定
信
様
」
）
に
近
い

が
、
平
家
納
経
成
立
時
に
は
定
信
は
す
で
に
逝
去
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
子
伊
行
が
も
っ
と
も
そ
の
筆
者
に
ふ
さ
わ
し
い
。
な
お
定
信
の
姉
は
待
賢
門
院

に
女
房
中
納
言
の
名
前
で
出
仕
し
て
い
て
、
定
信
は
久
能
寺
経
の
讐
喩
品
第
三
の
本

多
く
の
文
様

・
文
字
に
わ
た
る
。

一
見
何
で
も
な
い
風
景
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

の
構
想
・

表
現
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

文
字
を
知
悉
し
て
い
る
。
こ
の
「
竹
」
が
見
返
絵
の
葦
手
絵
と

一
体

於
個
河
沙
劫
咸
皆
共
思
量

不
能
知
佛
智
」）
と
説
く
と
こ
ろ
に
着
目
し
た
の
だ
ろ
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定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

め
に
は
、
文
学
者
で
あ
り
、

一
方
ま
た
能
書
家
で
も
あ
っ
た
伊
行
と
の
出
会
い
を
想

手
絵
の
構
想
、

そ
の
女
、
建
礼
門
院
右
京
大
夫
が
、

（藤
原
多
子
）

大
皇
大
后
宮
よ
り

お
も
し
ろ
き
絵
ど
も
を

さ
せ
給
へ
り
し
な
か
に
、
む
か
し
て
、
の
も
と
に
人
の
手
習
ひ
し
と
て

め
ぐ
り
き
て
み
る
に
た
も
と
を
ぬ
ら
す
か
な

(93
)
 

か
ら
み
て
も
明
か
で
あ
ろ
う
。

平
家
納
経
の
見
返
絵
の
う
ち
、
『
源
氏
物
語
』
に
関
連
づ
け
て
解
釈
で
き
る
と
思
わ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
纏
々
考
え
て
き
た
が
、
結
局
、
藤
原
伊
行
と
い
う
源
氏
研
究

家
の
存
在
が
大
き
く
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

．平
清
盛
が
自
身
の
中
に
持
ち
合
わ
せ

て
い
た
龍
神
（
龍
王

・
龍
女
）
信
仰
が

『法
華
経
』

と
『
源
氏
物
語
』
に
結
び
つ
く
た

た
だ
し
、
上
記
は

一
っ
の
可
能
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
別
様
の
解

釈
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
総
合
し
て
平
氏
が
強
い
勢
力
を
維
持
し
た
平
安
末
期
の
き
わ

め
て
成
熟
し
た
文
化
現
象
の
中
で
、
平
家
納
経
が
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
当

然
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
ど
う
し
て
も

『源
氏
物
語
』
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
こ
こ
で
の
私
の
結
論
で
あ
る
。

＼

士

口

ー

ノ

ケ

ボ

1

絵
島
に
と
め
し
み
づ
ぐ
き
の
あ
と

と
ば
か
、
せ
し
絵
の
ま
じ
り
た
る

い
と
あ
は
れ
に
て

こ

（建
礼
門
院
）

中
宮
の
御
方
へ
ま
ゐ
ら
せ

(92) 

文
写
経
の
筆
を
執
っ
た
と
い
う
。
平
家
納
経
の
そ
の
他
の
巻
の
筆
跡
の
書
風
分
析
に

つ
い
て
は
、
筆
者
の
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
先
学
の
研
究
に
導

か
れ
て
、
藤
原
伊
行
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
推
測
を
し
た
。
世
尊
寺
流
の
能
書
に
し

て
す
ぐ
れ
た
歌
人
・
文
学
者
で
も
あ
っ
た
伊
行
が
、
平
家
納
経
の
本
文
写
経
及
び
葦

ひ
い
て
は
平
家
納
経
の
全
体
構
想
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
充
分
に
可
能

性
が
あ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
伊
行
が
自
ら
葦
手
絵
を
も
描
い
た
こ
と
は
、

は
じ
め
に
こ
と
わ

っ
た
よ
う
に
、

平
家
納
経
の
見
返
絵
は
多
様
で
あ
る
。
し
た
が

す
な
わ
ち
、
序
品
の
見
返
絵
が
、
京
都
国
立
博
物
館
本
普
門
品
見
返
絵
の
よ
う
に
、

図
中
に
経
文
を
漢
字
で
散
ら
す
の
に
対
し
て
、
薬
王
品
の
場
合
の
よ
う
に
そ
れ
を
仮

名
ま
じ
り
で
散
ら
し
、

秘
抄
』
の
今
様
歌
や
、
和
泉
式
部
の
和
歌
を
装
飾
の
モ
チ
ー
フ
に
し
た
厳
王
品
の
表

(94) 

紙
絵
、
見
返
絵
の
存
在
も
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
割
愛
に
し
た
が
う
が
、
制
作
に

際
し
て
複
雑
な
モ
チ
ー
フ
が
働
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

蛇
足
だ
が
、
平
家
納
経
の
発
装
金
具
の
意
匠
も
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
発
装

金
具
の
う
ち
に
見
ら
れ
る
、
方
便
品
の
「
竹
」
や
、

化
城
喩
品
の
「
不
動
」
（
倶
利
迦

羅
龍
剣
）

は、

『
法
華
経
」

を
知
悉
し
た
知
識
が
な
け
れ
ば
お
そ
ら
く
発
想
で
き
な
い

も
の
だ
ろ
う
。

群
の
見
返
絵
の
特
徴
を
論
ず
る
こ
と
も

モ
チ
ー
フ
の
重
要
な
要
素
と
な
し
て
い
る
も
の
や
、

『梁
塵

平
安
時
代
後
期
の
院
政
期
か
ら
平
氏
政
権
の
成
立
期
、
十
二
世
紀
中
期
か
ら
後
半

に
か
け
て
は
法
華
経
見
返
絵
で
も
注
目
す
べ
き
作
例
が
多
い
。
平
家
納
経
も
広
く
は

そ
う
し
た
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
考
え
た
と
き
に
平
家
納
経
見

返
絵
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
も
の
が
あ
る
の
が
、
も
っ
と
も
異
例
に
感
じ
ら
れ
る
。

比
較
の
た
め
に

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
香
川
県
の
色
紙
法
華
経
（
見
返
絵
は
紫
紙
銀

地
彩
色
）

の
場
合
が
あ
る
。
香
川
県
本
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
彩
色
見
返
絵
に
つ
い

て
は
、
平
家
納
経
に
先
行
す
る
作
例
と
思
わ
れ
る
が
、
物
語
絵
様
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
法
華
経
の
心
ば
え
を
細
密
画
で
描
い
て
い
て
平
家
納
経
と
は
ま
っ
た
く
異
質
の

作
品
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
巻
第
五
で
は
、
龍
女
成
仏
の
モ
チ
ー
フ
が
大
き
く
扱
わ

れ
て
い
て
、
そ
の
点
で
は
平
家
納
経
と
同
様
で
あ
る
。
図
像
的
な
特
色
も
互
い
に
き
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わ
め
て
近
似
し
て
い
て
興
味
深
い
。

ま
た
香
川
県
本
を
別
の
見
方
で
見
れ
ば
、
図
中
の
細
密
な
山
水
表
現
は
徳
川
・

五

島
本
の
源
氏
物
語
絵
巻
に
散
見
す
る
山
水
表
現
と
き
わ
め
て
近
似
す
る
点
が
あ
り
、

可
能
で
あ
ろ
う
。

っ
て
、
ま

っ
た
く
別
の
観
点
か
ら
、
あ
る
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さ
ら
に

く
る
。

ま
た

一
方
こ
れ
は
平
家
納
経
中
の
山
水
表
現
に
も
よ
り
整
理
さ
れ
た
仕
方
で
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
源
氏
物
語
絵
巻
、
法
華
経
と
も
に
享
受
者
は
重
層
し
て
い
る
。

荷
担
者
の
側
か
ら
見
た
整
理
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
彩
色
を
重
ね
て
絵
を
作
り
上
げ
る

と
こ
ろ
は
、
先
行
す
る
物
語
絵
に
近
い
。
こ
の
特
別
な
色
紙
法
華
経
に
女
性
が
関
与

注
目
す
べ
き
は
、
写
経
八
巻
の
う
ち
、
全
巻
に
「

一
校
了
」
の
奥
書
が
あ
り
、
さ

、
巻
六
、
巻
八
に
は
添
え
る
よ
う
に
「
志
ん
女

（の
）
か
く
」
な
ど
と
奥
書

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
私
は
「
し
ん
に
よ
」
な
る
女
性
を
こ
の
写
経
の
制
作

者
と
想
像
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
こ
れ
を
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
な
お
詳
細

な
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
「

な
わ
ち
本
文
写
経
は
、
「
志
ん
女
か
く
」
の
筆
跡
と
み
て
、
こ
れ
を
剃
髪
後
、
法
名
を

「
慎
如
覺
」
と
称
し
た
建
礼
門
院
徳
子
自
身
の
署
名
と
考
え
た
い
。
た
だ
し
、
建
礼

門
院
徳
子
の
在
世
年
お
よ
び
出
家
時
の
年
齢
か
ら
考
え
て
、
本
文
が
書
写
さ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
年
代
と
、
こ
の
法
華
経
見
返
絵
の
制
作
年
代
と
は
と
う
て
い
重
な
り
合

わ
な
い
。
こ
の
灌
洒
な
色
紙
法
華
経
が
、
建
礼
門
院
の
身
近
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
が
、
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
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詳
細
な
観
察
と
考
察
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
見
通
し
で

は
、
香
川
県
本
色
紙
法
華
経
の
彩
色
見
返
絵
は
、
源
氏
物
語
絵
巻
と
平
家
納
経
を
結

ぶ
線
上
に
あ
り
、
そ
の
見
返
絵
が
、
何
ら
か
の
必
然
的
な
事
情
で
建
礼
門
院
に
伝
わ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
想
像
す
れ
ば
、
平
清
盛
の
盟
友
で

あ
っ
た
藤
原
通
憲
（
信
西
）

の
妻
の
、
紀
二
位
局
藤
原
朝
子
な
ど
の
名
が
浮
か
ん
で

件
、
平
家
納
経
を
め
ぐ
る
気
に
な
る
存
在
に
、
厳
島
神
社
に
伝
わ
る
檜

扇
（
国
宝
）
が
あ
る
。
現
状
で
は
檜
の
薄
板
三
十
四
枚
を
組
み
合
わ
せ
、
蝶
・
尾
長
鳥

形
の
金
銅
製
要
金
具
で
留
め
て
い
る
。
全
面
に
白
土
下
地
を
ほ
ど
こ
し
、
さ
ら
に
雲

母
引
き
を
し
た
上
に
、
金
銀
の
切
箔
、
禾
、
砂
子
、
微
塵
を
ま
き
、
濃
彩
の
絵
を
描

ら
に
巻

し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

校
了
」
と
「
志
ん
女
か
く
」
を
同
筆
と
み
、
す

た
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
承
安
四
年
（

一
七
四
）

三
月
二
十
六
日
に
、
建
春
門
院
が

べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
檜
扇
は
、
承
安
二
年
（

一
七
二
）

月

文
線
）
が

二
人
の
上
方
に
は
霞
ら
し

い
て
い
る
。
図
様
は
、
画
面
左
に
洲
浜
か
ら
立
ち
上
が
る
松
樹
を
あ
ら
わ
し
、
そ
の

傍
ら
に

一
羽
の
鶴
が
配
さ
れ
る
。
右
に
は、

手
に
桧
扇
を
持
つ
男
性
の
貴
族
（
薄
い

青
色
の
着
衣
に
銀
の
浮
線
綾
文
）

と
、
そ
の
妻
と
想
わ
れ
る
女
性
（
黄
色
の
着
衣
に

エ
ン
ジ
赤
の
文
様
）、

ま
た
童
女
（
黄
色
の
着
衣
上
に
、

育
色
の
楓
文
。
色
線
に
よ
る
衣

人
、
右
手
で
鶴
を
指
し
示
す
よ
う
で
あ
る
。

い
雲
形
が
あ
る
。
人
物
の
表
情
は
い
わ
ゆ
る
引
目
か
ぎ
鼻
に
よ
る
。
画
中
に
は
松
樹

の
幹
や
そ
の
根
元
の
土
披
に
そ
っ
て
葦
手
文
字
も
散
ら
し
て
い
る
。
何
か
の
和
歌
か
、

今
様
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
裏
面
に
は
右
手
洲
浜
上
に
紅
梅
が

止
ち
上
が
り
、
そ
の
傍
ら
に
は
、

薫
煙
が
立
ち
の
ほ
る
火
取
が
一

手
の
水
流
に
は
片
輪
車
が
置
か
れ
て
い
る
。

口
配
さ
れ
る
。
左

『厳
島
宝
物
図
絵
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
表
の
画
題
は
お
そ
ら
く
正
月
子
日
の
情
景

で
あ
り
、
「
子
日
す
る
中
に
そ
だ
ち
て
み
ど
り
な
る
さ
が
の
の
小
松
か
す
み
た
な
び

く
」
の
歌
意
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
言
う
。
ま
た
裏
は
、
「
ち
る
梅
の
色
も
匂
も
添
ひ

つ
る
に
な
ど
か
と
は
る
、
人
は
な
か
ら
ん
」
の
歌
意
を
表
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
表
の
図
様
は
、

『源
氏
物
語
』
の
「
初
音
巻
」
に
ち
な
む
と
考
え
る

十
日
に
、
建
礼
門
院
徳
子
が
厳
島
社
に
寄
進
し
た
「
御
扇
小
松
重
薄
様
裏
之
」
に
あ

厳
島
社
の
「
中
御
前
」
の
た
め
に
寄
進
し
た
「
公
家
御
装
束

一
具
」
の
う
ち
の
も
の

か
と
推
測
さ
れ
る
。
建
春
門
院
か
建
礼
門
院
か
い
ず
れ
の
近
く
に
伝
来
し
た
も
の
と
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推
測
さ
れ
る
。
図
様
の
表
現
は
平
家
納
経
に
先
行
す
る
古
様
さ
を
示
し
て
い
て
、
源

氏
物
語
絵
巻
と
平
家
納
経
を
つ
な
ぐ
べ
き
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

こ
の
ほ
か
に
厳
島
社
に
は
、
承
安
三
年
（

―
-
七
三
）
に
は
八
面
の
舞
楽
面
が
寄

進
さ
れ
た
。
こ
の
内
、
還
城
楽
と
抜
頭
面
は
清
盛
、
納
曽
利
と
陵
王
面
は
時
子
、

ノ
舞
と
案
摩
（
亡
失
）
を
平
盛
国

（
清
盛
郎
党
）
が
寄
進
し
て
い
る
。
清
盛
寄
進
の

一

面
は
、
清
盛
祖
父
正
盛
が
造
営
し
た
尊
勝
寺
の
面
を
仏
師
行
明
が
模
し
た
も
の
。
時
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(1
)
拙
稿
「
法
華
経
見
返
絵
の
展
開
」
、

『法
華
経
ー
写
経
と
荘
厳
』
所
収
、
奈
良
国
立

博
物
館
、

一
九
八
七
年
。

(
2
)
拙
稿
「
我
が
国
に
お
け
る
仏
教
説
話
絵
の
展
開
」、

『仏
教
説
話
絵
」
所
収
、
奈
良

国
立
博
物
館
、

一
九
九
六
年
。

(3
)
河
田
貞
「
法
華
経
絵
意
匠
の
展
開
ー
平
家
納
経
経
箱
の
装
飾
文
を
中
心
と
し
て
ー
」、

『仏
教
芸
術
』

一
三
二
号、

一
九
八

0
年
。

(
4
)
内
藤
栄
「
密
観
宝
珠
形
舎
利
容
器
に
つ
い
て
」
、

『鹿
園
雑
集
」
創
刊
号
、

一
九
九

九
年
。

(
5
)

『
東
長
大
事
』

高
崎
・
慈
眼
寺

蔵

嘉

暦

二
年

(
-
三
二
七
）
成
立
。

(6
)
杉
橋
隆
夫

「
四
天
王
寺
所
蔵
「
如
意
宝
珠
御
修
法
日
記
」
・
「
同
」
紙
背
（
富
樫

氏
関
係
）
文
書
に
つ
い
て
、

『史
林
」
第
五
三
巻
三
号、

一
九
七

0
年
。

(
7
)
阿
部
泰
郎
「
宝
珠
と
王
権
ー
中
世
王
権
と
密
教
儀
礼
ー
」、

『岩
波
講
座
東
洋
思

想
」
第

一
六
巻
日
本
思
想
二
所
収
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年
。

(
8
)
大
覚
寺
聖
教

・
文
書
研
究
会
「
大
覚
寺
聖
教
・
文
書
」、

『古
文
書
研
究
」
第
四
〇

号
、

一
九
九
五
年
。

(
9
)

田
中
貴
子
『
外
法
と
愛
法
の
中
世
」
、
砂
子
屋
書
房
、
一
九
九
三
年
。

(10)
舎
利
と
宝
珠
同
体
の
こ
と
を
明
確
に
述
べ
る
（
『
秘
抄
』
巻
十
四
）
。

(11)
『
大
日
本
史
料
』
四

ー
四
、
建
久
三
年
四
月
八
日
条
に
関
係
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

(12)
『胡
宮
神
社
文
書
』
、
写
真
版
が
赤
松
俊
秀
『
平
家
物
語
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、

註 た
い
。
諸
賢
の
ご
批
判
を
乞
い
た
い
。

一
九

子
寄
進
の
陵
王
面
は
龍
の
頭
上
に
舎
利
容
器
状
の
塔
形
を
取
り
付
け
る
異
形
の
も
の

で
あ
っ
て
、
納
曽
利
と
あ
わ
せ
て
と
も
に
龍
王
に
淵
源
が
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

平
家
納
経
を
と
り
ま
く
状
況
は
い
よ
い
よ
複
雑
さ
を
増
し
て
い
く
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
の
周
辺
の
事
情
を
考
察
し
た
が
、
題
名
に
あ
る
と
お
り
「
雑
考
」
で
あ
り
、

い
さ

さ
か
民
俗
学
的
方
法
に
偏
り
す
ぎ
た
か
の
感
が
あ
る
。
し
か
し
平
家
納
経
の
実
体
に

迫
る
に
は
こ
う
し
た
方
法
も
有
意
義
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は

さ
ら
に
観
察
と
考
察
を
重
ね
な
が
ら
、

よ
り
具
体
性
の
あ
る
結
論
を
目
指
し
て
い
き

八
0
年
）
に
あ
る
。

（
認
）
文
書
「
仏
舎
利
相
承
次
第
」
は
清
盛
白
河
院
皇
胤
説
の
根
拠
と
な
る
史
料
で
あ
り

価
値
は
高
い
。
清
盛
皇
胤
説
に
は
諸
説
が
あ
る
が
こ
こ
で
深
く
は
ふ
れ
ず
、
た
だ

竹
内
理
三
氏
の
肯
定
的
研
究
（
『日
本
の
歴
史
』
六
武
士
の
登
場
、
中
央
公
論
社
、

一
九
六
五
年
）
に
し
た
が
い
た
い
。
『
平
家
物
語
』
は
清
盛
の
父
は
白
河
院
、
母
は

祇
園
女
御
で
あ
る
と
す
る
。

(14)

『今
鏡
』
に
関
連
の
正
盛
・
忠
盛
説
話
、

『古
事
談
』
に
忠
盛
説
話
が
み
え
る
。

(15)

以
下
、
和
田
英
松

『国
史
国
文
之
研
究
』
（
有
山
閣
、

一
九
二
六
年
）
に
よ
る
。

(16)

『中
右
記
』
長
治
二
年
十
月
二
十
六
日
条
。

(17)

『
中
右
記
」
嘉
祥
元
年
七
月
五
日
条
。

(18)

『
中
右
記
』
天
仁
元
年
二
月
十
六
日
条
。

(19)

『
一
条
法
眼
記
』
等

（
杉
山
信
三
『
院
家
建
築
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八

一
年）
。

な
お
、

『永
昌
記
』
天
治
元
年
(
―
―
二

四
）
五
月
二
十
五
日
条
百
鉢
愛
染
供
養
の

記
録
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
白
河
院
の
た
め
に
仁
和
寺
寛
助
が
導
師
と
な
る
。
寛
助

は
晩
年
は
平
忠
盛
の
寄
進
を
受
け
て
東
南
院
を
開
創
し
、

等
身
の
尊
勝
仏
頂
尊
、

大
威
徳
明
王
を
安
置
し
た
。

(20)

『殿
暦
』
永
久
元
年
十
月

一
日
条
。
『長
秋
記
』
同
日
条
。

六
波
羅
蜜
堂
は
こ
れ
よ
り
先
、

天
永
元
年
(
-―

1

0
)
に
完
成
供
養
さ
れ
た
。

導
師
は
範
俊
で
あ
る
（
『江
都
督
納
言
願
文
集
』
）
。
範
俊
弟
子
の
範
延
は
正
盛
の

男
（
高
橋
昌
明
『
清
盛
以
前
ー
伊
勢
平
氏
の
興
隆
ー
』
、
平
凡
社
、

一
九
八
四
年
）
。

(21)

『長
秋
記
』
大
治
四
年
七
月
十
六
日
条
。

(22)

『
中
右
記
』
大
治
四
年
閏
七
月
二
十
五
日
条
。

(23)
『
二
十
二
社
註
式
』
に
は
承
平
五
年
（
九
三
五
）
の
太
政
官
符
を
掲
げ
て
い
る
。
村

山
修

一
「
祇
園
社
の
御
霊
神
的
発
展
」
、

『本
地
垂
迩
』
所
収
、

吉
川
弘
文
館
、

一

九
七
四
年
。

(24)
京
都
・
大
蓮
寺
蔵
。

伊
東
史
朗
「
祇
園
社
薔
本
地
観
慶
寺
薬
師
如
来
立
像
に
つ
い
て
」
、

『
厩
華
』

一―

三
二
号
、

一
九
九

0
年
。

(25)

『中
右
記
』
大
治
二
年
六
月
十
四
日
条
。

(26)

『中
右
記
』
大
治
四
年
六
月
十
四
日
条
。

(27)

『
中
右
記
」
長
承
二
年
六
月
十
四
日
条
。

(28)

『
山
愧
記
』
治
承
三
年
六
月
十
四
日
条
。

(29)

『続
古
事
談
』
第
四
「
神
社
仏
寺
」
に
、
「
祇
園
ノ
宝
殿
ノ
中

ニ
ハ
龍
穴
ア
リ
ト
ナ

90 



ム
イ
フ
。
延
久
ノ
焼
亡
ノ
時
、
梨
本
ノ
座
主
ソ
ノ
フ
カ
サ
ヲ
ハ
カ
ラ
ム
ト
セ
ラ
レ

ケ
レ
バ
、
五
十
丈
ニ
ヲ
ヨ
ビ
テ
猶
ソ
コ
ナ
シ
ト
ゾ
（
下
略
）
」
と
あ
る
。

(30)

『箇
纂
内
伝
金
烏
玉
兎
集
』
所
収
の
「
祇
園
牛
頭
天
王
縁
起
」
（
西
田
長
男
「
祇
園

牛
頭
天
王
縁
起
の
諸
本
」
、

『神
道
史
研
究
』
第
十
巻
第
六
号
、

一
九
六
二
年
）
に

テ
キ
ス
ト
と
解
説
が
あ
る
。

ま
た
、
河
原
正
彦
「
祇
園
御
霊
会
と
少
将
井
信
仰
ー
行
疫
神
と
水
神
信
仰
と
の
抵

触
ー
」、

『日
本
文
化
史
論
集
』
、

一
九
六
二
年
。
脇
田
晴
子

『中
世
京
都
と
祇
園

祭
』
、
中
央
公
論
新
社
、

一
九
九
九
年
な
ど
。

(31)

『女
神
た
ち
の
日
本
』
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、

一
九
九
四
年
。

(32)

『台
記
』
久
安
三
年
六
月
十
五
日
条
。『
本
朝
世
紀
』
同
日
条
。

(33)
後
年
、
建
礼
門
院
徳
子
の
御
産
時
に
は
大
神
宮
、
今
熊
野
、
伊
都
岐
島
と
と
も
に

祇
園
社
に
も
祈
ら
れ
た
。
清
盛
が
晩
年
住
し
た
福
原
和
田
京
の
雪
御
所
北
東
近
傍

に
も
祇
園
社
が
坐
す
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。

(34)

田
中
氏
前
掲
著

一
五
七
＼

一
六
0
頁
。

(35)
赤
松
俊
秀
「
平
清
盛
の
信
仰
に
つ
い
て
」
、

『平
家
物
語
の
研
究
』
所
収
、
法
蔵
館
、

一
九
八

0
年
。

(36)
武
笠
朗

「
平
清
盛
の
信
仰
と
平
氏
の
造
寺

・
造
仏
」
上
下
、

『
実
践
女
子
大
学
美
學

美
術
史
學
』
第

一
三

・
一
四
号
、

一
九
九
八
・

一
九
九
九
年
。

(37)
な
お
、
そ
の
後
「
仏
舎
利
相
承
次
第
」
に
清
盛
か
ら
舎
利
を
伝
授
し
た
と
あ
る
観

音
房
の
実
在
が
確
認
さ
れ
る
（
静
岡

・
願
成
就
院
蔵
、
木
像
不
動
三
尊
及
毘
沙
門

天
立
像
胎
内
納
入
五
輪
塔
形
銘
札
に

「執
箪
南
無
観
音
」
と
あ
る
の
が
そ
の
人
だ

ろ
う
。
当
館
の
岩
田
茂
樹
氏
か
ら
御
教
示
を
得
た
）
。
観
音
房
は
清
盛
重
臣
の
平

盛
国
の
子
か
孫
で
あ
る
。
さ
ら
に
舎
利
は
観
音
房
か
ら
高
倉
局
に
相
伝
し
た
と
す

る
別
伝
（
「
牙
舎
利
分
布
八
粒
」

『来
迎
寺
文
書
』
、
高
倉
局
は
澄
憲
女
）
が
あ
っ
て
、

こ
の
相
伝
に
は
醍
醐
寺
有
縁
の
尼
真
阿
弥
陀
仏
（
信
西
孫
、

一
説
に
阿
波
内
侍
と

同

一
人
）
が
関
わ
る
（
土
谷
恵
「
願
主
と
尼
」

『シ
リ
ー
ズ
女
性
と
仏
教
1

尼
と

尼
寺
』
所
収
、
平
凡
社
、

一
九
八
九
年
。
田
中
前
掲
書
な
ど
）

。
真
阿
弥
陀
仏
は
鎌

倉
初
期
の
造
仏
結
縁
者
と
し
て
し
ば
し
ば
名
が
見
え
る
。

こ
れ
以
上
煩
瑣
を
避
け

る
が
文
書
「
仏
舎
利
相
承
次
第
」
の
価
値
・
意
味
は
看
過
で
き
な
い
。

(38)
『日
本
後
記
』
巻
二
十

一
、
弘
仁
二
年
七
月
己
酉
日
条
。

(39)
『
日
杢
二
代
実
録
』
巻

一
貞
観
元
年
正
月
二
十
七
日
条
、
同
巻
二
貞
観
元
年
三
月
二

十
六
日
条
、
同
巻
十
四
貞
観
九
年
十
月
十
三
日
条
。

(40)
松
岡
久
人

『安
芸
厳
島
社
』
、
法
蔵
館
、

一
九
八
六
年
。

(41)

『
左
経
記
』
寛
仁
元
年
十
月
二
日
条
。

(42)

『平
家
物
語
』
大
塔
建
立
、

『古
事
談
』
第
五
神
社
仏
事
、
『大
塔
興
廃
日
記
』
な
ど

(43)

「
願
文
」
。

(44)

「
藤
原
成
範
等
連
署
書
状
写
」
（
赤
松
氏
の
前
掲
35
論
文
に
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
）。

(45)

『山
愧
記
』
保
元
四
年
正
月
二
十

一
日
条
。

(46)
赤
松
氏
前
掲
35
論
文
。

(47)

『山
愧
記
』
永
麿
冗
年
八
月
五
日
条
。

(48)
承
安
元
年
(
-―

七

一
）
の
「
伊
都
岐
島
社
神
宝
調
進
状
」
（
野
坂
文
書
三
一

五、

『神
道
大
系
』
神
社
編
「
厳
島
」
所
収
）
。

(49)
「
女
御
殿
御
衣
奉
納
日
記
」
（
新
出
厳
島
文
書
七
二
、
『神
道
大
系
』
神
社
編
厳
島
所

又）
。

A"「

(50)
『
本
朝
文
集
』
（『神
道
大
系
』
神
社
編
厳
島
所
収
）
。

(51)
「
御
手
摺
書
正
鉢
供
養
日
記
」
（
野
坂
文
書
三
二

0
、
『神
道
大
系
』
神
社
編
厳
島
所

又）
。＂ 

(52)
『山
愧
記
』
治
承
二
年
十

一
月
十
二
日
条
。

(53)
治
承
四
年
(
-―

八
0
)
の
「
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
」
（
『神
道
大
系
』
神
社
編
厳

島
所
収
）
。

(54)

『愚
管
抄
』
同
巻
五
「
安
徳
」
。

(55)
『
平
家
物
語
』
巻
第
三

「
大
塔
建
立
」
で
は
「
さ
て
は
安
芸
の
厳
島
、
越
前
の
気
比

の
宮
は
、
両
界
の
垂
跡
」
と
あ
り
、

『古
事
談
』
第
五
神
社
仏
事
に
は
「
日
本
国
之

大
日
如
来
ハ
伊
勢
大
明
神
卜
安
芸
之
厳
島
也
太
神
宮
ハ
ア
マ
リ
幽
玄
也
汝
適

為
国
司
早
可
奉
仕
厳
島
」
と
あ
る
。
さ
ら
に

『法
暦
間
記
』
（『群
書
類
従
」
巻

四
五
八
）
に
は
「
安
芸
厳
島
ハ
胎
蔵
界
也
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
成
立

の
資
料
だ
が
、
伊
都
岐
島
神
の
本
地
仏
は
胎
蔵
界
の
大
日
如
来
と
し
て
い
る
。
ち

な
み
に
胎
蔵
界
大
日
の
三
昧
耶
形
は
五
輪
塔
で
あ
る
。

(56)
『山
愧
記
』
治
承
二
年
十
月
十
四
日
条
。

(57)
高
橋
昌
明

「
福
原
の
夢

清

盛

と
対
外
貿
易
」
、

『歴
史
の
な
か
の
神
戸
と
平
家
』

所
収
、
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
九
年
。

な
お
、
清
盛
の
千
僧
供
養
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

仁
安
四
年
(
-―

六
九
）

三
月
二
十

一
日
、
福
原
に
て
、
（
『兵
範
記
』
）
。

承
安
元
年
（

―
-
七

一
）
十
月
二
十
三
日
、
福
原
に
て
、
（
『玉
葉
』
）
。

承
安
二
年

(
-―

七
二
）
三
月
十
五
日
＼
十
七
日
、
福
原
に
て
、
（
『百
錬
抄
』
『
玉

葉』）
。

同
年
十
月
十
五
日
＼
十
七
日
、
福
原
和
田
浜
に
て
、
（
『百
錬
抄
」
『
玉
葉
』
）
。

承
安
三
年

(
-―

七
三
）
三
月
十
四
日
＼
二
十
日
頃
、
福
原
に
て
、
（
『玉
葉
』
）
。
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承
安
四
年
（

―
-
七
四
）
十
月
、
厳
島
に
て
、
（
「
伊
都
岐
島
千
僧
供
養
日
記
」
）
。

安
元
元
年
(
-

―
七
五
）
十
月
十

一
日
1
十
五
日
頃
、
福
原
に
て
、
（
『
玉
葉
』
）
。

安
元
三
年
（

―
-
七
七
）

三
月
十
八
日

1
二
十
日
、
福
原
に
て
、
（
『玉
葉
』
『
百
錬

抄
』
）
。

安
元
三
年

(
-―

七
七
）
十
月
、
厳
島
に
て
、
（
「
厳
島
千
僧
供
養
日
記
」
）
。

(58)
平
家
納
経
を
考
え
る
と
き
に
香
川
県
本
紫
紙
銀
地
彩
色
見
返
絵
法
華
経
八
巻
は
関

連
性
が
高
い
が
、
こ
こ
で
は
両
者
の
様
式
的
共
通
点
の
検
討
と
そ
の
意
味
の
考
察

に
は
立
ち
入
ら
ず
別
稿
を
期
す
。

(59)
徳
子
の
年
齢
に
つ
い
て
は
二
説
が
あ
り
、

『皇
代
暦
』
『
女
院
次
第
』
に
よ
れ
ば
平

家
納
経
時
に
は
八
歳
、

『
女
院
記
』
『
華
頂
要
略
』
『
山
愧
記
」
で
は
十
歳
と
な
る
。

『女
院
小
伝
』
は
「
承
安
元
年
十
五
歳
」
と
す
る
が
、
傍
注
を
し
て
「
十
七
欺
」

と
し
て
い
る
。
一

般
に
は

『山
愧
記
』
治
承
二
年
（

―
-
七
八
）
六
月
二
十
八
日

条
に
「
中
宮
徳
子
、
御
歳
廿
四
、
六
波
羅
入
道
前
太
政
大
臣
二
女
、
母
贈
左
大

臣
時
信
公
女
、

二
品
時
子
尼
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
久
寿
二
年
（

―
-
五
五
）

の
生
ま
れ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

『山
愧
記
』
写
本
の
状
況
は
ク
リ
ア
で
は
な
い

（
藤
原
重
雄
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
。
ま
た
亀
田
孜
氏
は
従
来
の
徳
子
二
女
、
盛

子
三
女
と
す
る
の
に
疑
問
を
い
だ
き
、
姉
妹
の
順
を
逆
に
す
る
と
考
え
る
（
亀
田

孜
「
平
家
納
経
の
絵
と
今
様
の
歌
」
、

『仏
教
芸
術
』
第
一

0
0
号
、

一
九
七
五
年
。

な
お
、
前
掲
注

(49)
の
文
書
は
、
徳
子
を

’「
六
波
羅
太
政
大
臣
三
女
」
と
す
る
）
。

ま
た
田
中
重
久
氏
は
徳
子
生
年
を
保
元
二
年
（

―
-
五
七
）
と
す
る
（
田
中
重
久

「
公
卿
平
氏
と
伊
賀
平
氏
の
分
析
」
、

『古
代
學
』
第
十
五
巻
第
二
号
、

一
九
六
八

年）

。
須
田
春
子
氏
は、

盛
子
（
白
河
殿
）
を
保
元
元
年
（

―
-
五
六
）
生
ま
れ
、

徳
子
よ
り

一
っ
年
長
の
異
母
姉
と
す
る
（
須
田
春
子
「
女
人
入
眼
の
日
本
国

(
-
）
ー
平
氏

・
清
盛
傘
下
の
女
院
ー
」

A

『
古
代
文
化
論
孜
』
第
六
号
、

一
九
八

六
年
）
。
し
た
が
っ
て
徳
子
は
保
元
二
年
生
ま
れ
と
し
て
い
る
。
列
記
し
て
後
考

に
侯
つ
。

(60)
前
掲
注

(
1
)
(
2
)
拙
稿
。

(61)
後
藤
丹
治
「
源
氏

一
品
経
と
源
氏
表
白
」
、

『
国
語
国
文
の
研
究
』
第
四
八
号
、

一

九
三
0
年
。

寺
本
直
彦
「
源
氏
物
語
受
容
史
の
諸
問
題
」
第
二
節、

『源
氏
物
語
受
容
史
論
考
』

後
編
所
収
、
風
間
書
房
、

一
九
七

0
年
。

久
保
田
淳

「
『源
氏
物
語
』
と
藤
原
定
家
、
親
忠
女
及
び
そ
の
周
辺
」
、

『藤
原
定

家
と
そ
の
時
代
」
所
収
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
四
年
。

(62)

『今
鏡
』
巻
十

「
つ
く
り
物
が
た
り
の
ゆ
く
ゑ
」

（
藤
原
為
経
寂
超
著
、
嘉
応
二
年

――

七
0
成
立
か
）
が
源
氏
物
語
狂
言
綺
語
感
の
初
見
で
あ
る
。
「
妄
語
な
ど
い
ふ

べ
き
に
は
あ
ら
ず
。
わ
が
身
に
な
き
事
を
、
あ
り
顔
に
げ
に
げ
に
と
い
ひ
て
、
人

の
わ
ろ
き
を
よ
し
と
思
は
せ
な
ど
す
る
こ
そ
、
そ
ら
こ
と
な
ど
は
い
ひ
て
、
罪
得

る
事
に
は
あ
れ
」
と
あ
る
。
つ
い
で

『宝
物
集
』
巻
五
（
平
康
頼
著
、
治
承
年
間

成
立
）
に
は
、
「
マ
チ
カ
ク
ハ
紫
式
部
力
夢
二
虚
言
ヲ
以
源
氏
物
語
ヲ
造
シ
故

ニ

地
獄
二

堕
テ
苦
ヲ
受
タ
リ
ト
見
ヘ
シ
故
二

早
源
氏
物
語
ヲ
破
リ
捨
テ
、

一
日

経
ヲ
書
テ
ト
ブ
ラ
ヘ
シ
ト
云
ケ
ル
ト

テ

歌

読
共
集
テ
務
ナ
シ
ア
ヒ
タ
リ
シ
也
」

と
あ
り
、
や
や
降
っ
て

『今
物
語
』
（
藤
原
信
実
著
、
仁
治
元
年

―
二

四
0
頃
成

立
）
に
、

「
あ
る
人
の
夢
に
、
そ
の
正
体
も
な
き
も
の
、
影
の
や
う
な
る
が
見
え
け

る
を
、
「
あ
れ
は
何
人
ぞ
」
と
尋
ね
け
れ
ば
、
「
紫
式
部
な
り
。
そ
ら
こ
と
の
み
多

く
し
集
め
て
、
人
の
心
を
ま
ど
は
す
ゆ
ゑ
に
、
地
獄
に
お
ち
て
、

苦
を
受
く
る
事
、

い
と
た
へ
が
た
し
。
源
氏
の
物
語
の
名
を
具
し
て
、
な
も
あ
み
だ
仏
と
い
う
歌
を
、

巻
ご
と
に
人
々
に
詠
ま
せ
て
、
我
が
苦
し
み
を
と
ぶ
ら
ひ
給
へ
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、

「
い
か
や
う
に
詠
む
べ
き
に
か
」
と
尋
ね
け
る
に
、
き
り
つ
ほ
に
迷
は
ん
闇
も
晴

る
ば
か
り
な
も
あ
み
だ
仏
と
常
に
い
は
な
ん
と
ぞ
言
ひ
け
る
。」
と
あ
る
。
『
宝
物

集
』
以
外
は
親
忠
女
の
前
の
夫
と
そ
の
間
の
孫
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。

(63)
『
源
氏

一
品
経
導
師
同
前
』
（『拾
珠
抄
』
第

一
所
収
）

澄
憲
著

「
（
前
略
）
紫
式
部
亡
霊
昔
託
人
夢

告

罪

根
重

妥

信

心
大
施
主
祠
定
比
丘
尼

一
為
救
彼
制
作
之
幽
魂

一
為
済
其
見
聞
之
諸
人
殊
勧
道
俗
貴
賤

書
窮
法
華

二
十
八
品
之
員
文
巻
々
端
圏
源
氏
之

一
篇

蓋

轄

煩

悩
為
菩
提
也
経
品
々
即

宛
物
語
篇
目
（
中
略
）
今
比
丘
尼
済
物
鰈
敷
篇
艶

詞

之

過

婦

一
賓
相
之
理

為
三
菩
提

之

因

彼

一
時
此

一
時

也

共

離

苦
海
同
登
覺
岸
」

(64)
『
新
勅
撰
集
』
巻
第
十
釈
教
の
藤
原
宗
家
の
歌
。
宗
家
は
治
承
三
年

(
-―

七
九
）

権
大
納
言
、
文
治
五
年
(
-―

八
九
）
没
。

(65)
『
藤
原
隆
信
朝
臣
集
』
下
釈
教
の
歌
。
隆
信
(
-―

四
二
＼

―二

0
五）

は
正
四
位

下
左
京
大
夫
に
至
る
。

(66)
久
保
田
氏
前
掲
注

(61)
著
書
三
0
0
頁
。

(67)
寺
本
氏
前
掲
注

(61)
著
書

「
後
編
第
二
節

中

世

歌

壇
に
お
け
る
詠
源
氏
物
語

和
歌
」
の
六
八
八
頁
か
ら
六
九
七
頁
か
ら
引
用
す
る
と
、

(
1
)

『
長
秋
詠
藻
』
中
、
恋
歌
（

―
-
七
八
献
進
）

寄
源
氏
名
恋

恨
み
て
も
な
ほ
た
の
む
か
な
澪
標
深
き
江
に
あ
る
印
と
思
へ
ば

(
2
)

『千
載
集
」
巻
十
四
、
恋
四
(
-―

八
七
成
立）

寄
源
氏
物
語
恋
と
い
ふ
心
を
よ
み
侍
り
け
る
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見
せ
ば
や
な
露
の
ゆ
か
り
の
玉
か
づ
ら
心
に
か
け
て
し
の
ぶ
け
し
き
を

逢
坂
の
名
を
忘
れ
に
し
中
な
れ
ど
堰
き
や
ら
れ
ぬ
は
涙
な
り
け
り

(
3
)
『清
輔
朝
臣
集
』
（
清
輔
、

一―

0
四
＼

―
-
七
七
）

寄
源
氏
恋

逢
ふ
事
は
か
た
び
さ
し
な
る
横
ば
し
ら
ふ
す
夜
も
知
ら
ぬ
恋
も
す
る
哉

(
4
)

『
頼
政
卿
集
』
（
頼
政
、

一―

0
四
＼

―
-
八
0
)

寄
源
氏
恋
歌
林
苑

人
し
れ
ず
物
を
ぞ
思
ふ
野
分
し
て
こ
簾
吹
く
風
に
ひ
ま
は
み
ね
ど
も

(5
)
『忠
度
朝
臣
集
』
（
忠
度
、

一―

四
四
＼

―
-
八
四
）

寄
源
氏
恋

あ
ふ
と
み
る
夢
さ
め
ぬ
れ
ば
つ
ら
き
か
な
旅
ね
の
床
に
か
よ
ふ
松
か
ぜ

(
6
)

『
経
正
朝
臣
集
』
（

―
-
八
二
作
進
）

寄
源
氏
恋

お
も
ひ
か
ね
こ
ひ
な
ぐ
さ
め
の
ゑ
あ
は
せ
に
き
み
が
す
が
た
を
う
つ
し
け
る

か
な

(
7
)

『実
家
卿
集
』
下
、
恋
（

―
-
四
五
＼

―
-
九
三
）

源
し
の
ま
き
に
よ
す
る

む
ね
に
た
く
お
も
ひ
ぞ
た
ぐ
ふ
か
が
り
火
の
か
け
は
な
れ
た
つ
人
を
こ
ふ
と

て

(
8
)
『
小
侍
従
集
』
(
-
―
ニ
―

ご
ろ

s
―二

0
-
）

源
氏
に
よ
す
る
恋
（
寄
源
氏
恋
）

帯
木
の
あ
り
し
ふ
せ
や
を
思
ふ
に
も
う
か
り
し
鳥
の
音
こ
そ
忘
れ
ね

(
9
)

『明
日
香
井
和
歌
集
』
恋
（
雅
経
、

一―

七
0
¥
―
ニ
ニ
―

)

寄
源
氏
恋

も
ら
す
な
よ
只
手
な
ら
ひ
と
こ
と
よ
せ
て
か
き
流
し
た
る
水
茎
の
あ
と

(10)

『
信
生
法
師
集
』
(
-
―
七
二
！
―

二
五
九
）

寄
源
氏
名
恋

ほ
に
出
ぬ
か
ず
な
ら
ぬ
身
や
う
き
舟
の
し
た
に
こ
が
れ
て
世
を
わ
た
る
ら
ん

な
ど
。

(
6
8
)谷山
茂
「
平
家
の
歌
人
」
、
『和
歌
文
学
の
世
界
•
第

一
集
』、

一
九
七
三
年
。

平
氏
の
人
々
と
御
子
左
家
及
び
藤
原
為
忠
の
家
系
は
、
『
源
氏
物
語
』
を
通
じ
て
近

し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
忠
盛
の
詠
歌
の
「
明
石
の
浦
風
」
と
は
、
『
源
氏
物
語
』
「
明
石
巻
」
の
明

石
の
入
道
が
舟
を
仕
立
て
て
須
磨
浦
に
光
源
氏
を
迎
え
に
来
る
と
い
う
設
定
と
対

応
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

(69)
寺
本
氏
前
掲
注

(61)
論
文
を
参
照
。

(70)
住
吉
明
神
と
は
、
表
筒
男
命
、
中
筒
男
命
、
底
筒
男
命
の
三
神
で
あ
り
、
記
紀
に

伊
弊
諾
尊
が
黄
泉
の
国
の
汚
械
を
清
め
る
た
め
、
筑
紫
の
日
向
で
膜
祓
を
し
た
と

き
に
海
か
ら
生
ま
れ
た
神
と
さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
で
は
神
功
皇
后
に
神
威
を
あ

ら
わ
し
た
と
さ
れ
る
。
摂
津
・
住
吉
神
社
に
は
こ
の
三
神
を
祀
り
、
の
ち
に
神
功

皇
后
を
も
祀
っ
た
。
『
万
葉
集
』
巻
第
十
九
（
四
二
四
五
）
に
は
、
「
天
平
五
年
贈

入
唐
使
歌

一
首
」
が
あ
り
、
海
上
往
来
の
安
全
を
祈
る
神
と
し
て
早
く
か
ら
信
仰

さ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(71)
藤
原
克
己
「
た
け
き
宿
世
ー
明
石
の
君
の
人
物
造
型
ー」
、
『国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
』
別
冊
、

一
九
九
八
年
五
月
。

多
田
一
臣
「
須
磨

・
明
石
巻
の
基
底
ー
住
吉
信
仰
を
め
ぐ

っ
て
ー
」、

『国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
』
別
冊
、

一
九
九
八
年
六
月
。

(72)

石
川
徹
「
光
源
氏
須
磨
流
嫡
の
構
想
の
源
泉
ー
日
本
紀
の
御
局
新
考
ー
」、

『平
安

時
代
文
学
論
』
所
収
、
笠
間
書
院、

一
九
八

0
年
。

(73)
石
川
氏
前
掲

(72)
論
文
の
二
七
七
頁
に
、
「
夜
光
玉
」
と
は
龍
王
の
女
の
持
物
で

あ
る
と
の
解
釈
に
つ
い
て
詳
説
が
あ
る
。

な
お
、
柳
井
滋
「
源
氏
物
語
と
霊
験
諏
の
交
渉
」
（
『源
氏
物
語
研
究
と
資
料
ー
古

代
文
学
論
叢
第

一
輯
ー
』
所
収
、
武
蔵
野
書
院
、

一
九
六
九
年
）
に
も
言
及
が
あ

る
。

(74)
光
源
氏
の
六
条
邸
は
春
夏
秋
冬
の
四
季
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

四
方
に
四
季
を
配
し
た
海
龍
王
の
館
と
同
じ
意
味
を
持
つ
。
石
川
徹
「
明
石
の
上

論
」
（
『平
安
時
代
文
学
論
』
所
収
）
を
参
照
。

(75)

『
弘
安
源
氏
論
義
』
に

『源
氏
物
語
』
は
。
「
世
に
も
て
な
す
こ
と
は
、
す
べ

ら
ぎ

の
か
し
こ
き
御
代
に
は
や
す
く
や
は
ら
げ
る
時
よ
り
ひ
ろ
ま
り
（
中
略
）
古
よ
り

か
く
伝
は
れ
る
な
か
に
も
、
堀
川
の
院
の
御
時
よ
り
ぞ
も
て
な
さ
れ
け
る
」
と
あ

る
。

(76)
『長
秋
記
」
元
永
二
年

(
-
―
―

九
）
十

一
月
二
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
白
河
院
政
、

鳥
羽
天
皇
の
時
に
源
氏
物
語
絵
巻
が
制
作
が
企
図
さ
れ
た
。

「
午
刻
参
院
、
加
賀
権
守
忠
碁
於
中
宮
御
方
申
昇
殿
慶
。
平
等
院
僧
正
被
参
、

依
中
宮
御
悩
平
癒
、
昨
日
被
給
院
御
馬
云
々
、
基
次
語
云
、
今
於
除
目
、

三
位
中

将
可
任
中
納
言
給
（
中
略
）
入
夜
参
東
面
御
方
、
上
皇
毎
事
有
思
口
云
々
、
参
中

宮
御
方
、
以
中
将
君
被
仰
云
、
源
氏
絵
間
紙
調
進
、
申
承
由
、
又
上
皇
仰
云
、
画

図
可
進
者
、
同
申
承
由
」
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(77)
稲
賀
敬
二
「
『源
氏
秘
義
抄
』
附
載
の
仮
名
陳
情
ー
法
成
寺
殿
・
花
園
左
府
等
筆
廿

巻
本
源
氏
物
語
絵
巻
に
つ
い
て
ー
」
、
『
国
語
と
国
文
学
』
、
一
九
六
四
年
六
月
号
。

寺
本
直
彦
「
源
氏
絵
陳
状
考
（
上
）
（
下
）
」、

『
国
語
と
国
文
学
』一

九
六
四
年
九
月

号
・
十

一
月
号
。

伊
井
春
樹
「
院
政
期
源
氏
学
の
諸
相
ー
『
源
氏
物
語
注
釈
』
所
収
古
注
逸
文
の
性

格
ー
」、

『源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
室
町
前
期
』
所
収
、
桜
楓
社
、

一
九
八
〇

年
。

(78)
秋
山
光
和
「
源
氏
物
語
絵
巻
の
構
成
と
技
法
」
、
『
平
安
時
代
世
俗
画
の
研
究
』
所

収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
。

秋
山
光
和
「
源
氏
物
語
の
情
景
選
択
法
と
源
氏
絵
の
伝
統
」
、
『
平
安
時
代
世
俗
画

の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
四
年
。

秋
山
光
和
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
（
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
）
、
角
川
書
店
、

一
九
七

五
年
。

秋
山
光
和
「
院
政
期
に
お
け
る
女
房
の
絵
画
制
作
ー
土
佐
の
局
と
紀
伊
の
局
ー
」、

『古
代

・
中
世
の
社
会
と
思
想
』
所
収
、

三
省
堂
、

一
九
七
九
年

徳
川
義
宣
「
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
成
立
の
背
景
と
そ
の
形
態
」
、

『日
本
絵
巻
大
成

ー
」
所
収
、
中
央
公
論
社
、

一
九
七
七
年
。

な
お
、
『
長
秋
記
』
に
あ
ら
わ
れ
た
源
氏
物
語
絵
巻
と
、
建
礼
門
院
右
京
大
夫
の
女

院
御
所
に
伝
来
し
た
源
氏
物
語
絵
巻
と
の
関
係
、
更
に
は
現
存
の
徳
川
黎
明
会
及

び
五
島
美
術
館
本
の
源
氏
物
語
絵
巻
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
要
す
る
。

(79)
池
田
亀
鑑

『源
氏
物
語
大
成
』
巻
七
第
二
章
第
四
節
、
中
央
公
論
社
、

一
九
五
六

年
。

(80)
糸
賀
き
み
江
「
恋
と
追
憶
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
」
、

『
新
潮
日
本
古
典
集
成
建
礼
門
院
右

京
大
夫
集
』
解
説
、
新
潮
社
、

一
九
七
九
年
。

(81)
須
田
春
子
「
女
人
入
眼
の
日
本
国
ー
平
氏
・
清
盛
傘
下
の
女
院
ー
」
、
『古
代
文
化

史
論
孜
』
第
六
号
、

一
九
八
六
年
。

(82)

『兵
範
記
』
仁
安
元
年
九
月
七
日
条
。

「
取
御
願
文
内
蔵
権
頭
長
光
朝
臣
作
之
宮
内
少
輔
伊
行
清
書
用
紫
裏
白
色

紙
無
薄
有
北
政
所
御
署
」

(83)
『兵
範
記
』
保
元
三
年
（

―
-
五
八
）
十
二
月
十
八
日
条
。

(84)
『兵
範
記
」
長
寛
二
年
（

―
-
六
四
）
閏
十
月
十
七
日
条
。

(85)
『兵
範
記
』
久
寿
二
年
（

―
-
五
五
）
十
月
二
十
三
日
条
。

於
法
性
寺
殿
最
勝
金
剛
院
、
被
行
故
北
政
所
御
法
事

「
御
願
文
、
挿
鳥
口
、
椅
立
御
経
机
西
方
、
散
位
実
重
朝
臣
作
進
之
、
宮
内
小
輔

伊
行
清
書
之
、
用
紫
無
薄
色
紙
、
皇
嘉
門
院
別
当
左
衛
門
督
重
通
卿
加
署
」

(86)
久
保
田
淳

「
平
家
文
化
の
中
の

『源
氏
物
語
』
」、

『文
学
』
第
五
十
巻
第
七
号
、

九
八
二
年
。

(87)
『
世
尊
寺
現
過
録
、
懐
雅
記
』
（
貞
治
元
年
11

ニ
ニ
六
二
年
成
立
）
に
よ
る
。

(88)
白
畑
よ
し

『藤
原
伊
行
筆
倭
漢
朗
詠
抄
下
絵
解
』
、
私
家
版
、

一
九
八
九
年
。

(89)
生
澤
喜
美
恵
「
平
家
文
化
と
そ
の
周
辺
」
、

『日
本
文
学
史
』
第
四
巻
変
革
期
の
文

学

一
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
。

(90)
小
松
茂
美

『小
松
茂
美
著
作
集
」
第
十
三
巻
、
平
家
納
経
の
研
究
五
（
四
四
一――
ー

四
四
五
頁
）
、
旺
文
社
、

一
九
九
六
年
。

(91)

田
中
塊
堂

『
書
道
全
集
』
第
十
八
巻
解
説
、
平
凡
社
、

一
九
五
六
年

た
だ
し
、
こ
れ
に
対
し
て
後
に
小
松
氏
は
清
盛
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
（
小
松
氏
著

作
集
第
十
三
巻
四
八

0
頁）
。

(92)
島
谷
弘
幸

「
一
品
経
の
白
眉
「
平
家
納
経
」
の
書
」
、

『平
家
納
経
と
厳
島
の
捧
物
』

所
収
、
広
島
県
立
美
術
館
、

一
九
九
七
年
。

(93)
岩
波
文
庫
本

『建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
の
七
八
番
歌
。

(94)
白
畑
よ
し
「
平
家
納
経
の
歌
絵
と
芦
手
ー
梁
塵
秘
抄
に
よ
る
今
様
の
歌
ー
」
、

『美

術
史
論
集
』
1
号
、
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
、

二
0
0
一
年
。

白
畑
氏
の
諸
論
孜
か
ら
得
る
と
こ
ろ
が
た
い
へ
ん
に
多
か
っ
た
。
記
し
て
学
恩
に

感
謝
し
た
い
。

(95)
白
畑
よ
し
「
松
平
伯
爵
家
蔵
法
華
経
見
返
絵
に
就
い
て
」
、

『美
術
研
究
』

一
三
七

号
、

一
九
四
四
年
。

(96)
『女
院
次
第
」
に
「
元
暦
三
五
廿
八
為
尼
廿
九
歳
慎
如
覺
」
、
『后
宮
略
伝
』
に

「
文
治
元
年
出
家
法
名
慎
如
覺
」

と
あ
る
。

な
お
、
橋
村
愛
子
氏
（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
）
は
、
香
川
県
本
色
紙
法
華
経
を

建
礼
門
院
の
所
持
本
と
解
釈
し
て
い
る
。

(97)
注

(49)
及
び
、
「
建
春
門
院
神
宝
注
文
」
（
野
坂
文
書一

社
編
厳
島
所
収
）
。

り
ょ
う
じ

当
館
学
芸
課
長
）

謝

辞厳
島
社
の
野
坂
元
良
宮
司
に
は
、
当
館
の
特
別
展
に
際
し
て
平
家
納
経
の
御
出
陳
を
再

三
お
許
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た

一
九
九
七
年
に

広
島
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
平
家
納
経
と
厳
島
の
宝
物
」
展
か
ら
は
多
く
の
示
唆

を
得
ま
し
た
。
併
せ
て
企
画
者
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（か
じ
た
に

一
六
、
『神
道
大
系
』
神
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[
写
真
提
供
]

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

マ
リ
サ
・
リ
ン
ネ

[
英
文
翻
訳
]

[
緩
集
委
員
]

内

藤

榮

高

橋

照

彦

宮

崎

幹

子

本
号
に
は
多
彩
な
内
容
の
論
文
三
編
と
研
究
ノ
ー
ト

一
緬

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
外
村
中
氏
に
よ
る
論
文

は、

当
館
で
例
年
実
施
し
て
い
る
海
外
所
在
日
本
美
術
品

調
査
の
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
に
お
け
る
調
査
の
際
に
ご
協

力
頂
い
た
同
氏
よ
り
、
本
紀
要
に
ご
寄
稿
頂
き
、
掲
載
に

至
っ

た
も
の
で
す
。
次
号
以
降
は
論
文
に
限
ら
ず
、
博
物

館
に
関
わ
る
様
々
な
活
動
成
果
も
収
録
し
て
い
き
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

[
編
集
後
記
]

『鹿
園
雑
集』

第
ニ

・
三
合
併
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

印

刷

株

式

会

社

天

理

時

報

社

天
理
市
稲
葉
町
八

0
番
地

編
集
発

行

奈

良

国

立

博

物

館

奈
良
市
登
大
路
町
五
0
番
地

平
成
十
三
年
三
月
三
十

一
日
発
行

奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雑
集

第
ニ
・
三
合
併
号



THE HEIKE NOKYO MANUSCRIPTS AND TAIRA KIYOMORI 

KAJIT ANI Ryoji 
Nara National Museum 

The Heike nOkyO is a set of sutra manuscripts comprising the twenty-eight chapters of the Lotus Sutra, 

opening and closing chapters, a dedication, and other sections, for a total of thirty-three scrolls. These 

manuscripts were copied one chapter per scroll under the direction of Taira Kiyomori (1118-81) and other 

members of the Taira clan, before being placed in the Bronze Sutra Container with Gold and Silver 

Ornamentation of Clouds and Dragons and donated to Itsukushima Shrine (present-day Hiroshima 

Prefecture) in 1164. Kiyomori had ample knowledge of earlier large-scale sutra copying projects, such as the 

Kunojikyo (alternately Ipponkyo shakyo) manuscript of the Lotus Sutra sponsored by retired Emperor Toba 

(1103-56) and his wife Taikenmon'in (1101-45), however he conceived and actualized the Heike nokyo 

under an entirely new concept. ・ 

One factor motivating the creation of the Heike nokyo may have been Kiyomori's belief in Shinto dragon 

deities (J. ryujin). Though Kiyomori was the adopted son of Taira Tadamori (1096-1153), his natural parents 

were the retired Emperor Shirakawa (1053-1129) and his lover, the younger sister of Gion no Nyogo (dates 

unknown). Kiyomori's was raised by his aunt, who was closely related to the Gion Shrine in Kyoto (a Shinto 

shrine that worshipped dragon deities). A deeply religious woman, Gion no Nyogo inherited from Shirakawa, 

and then passed on to Kiyomori, a wish-granting jewel -the attribute associated with the ascent to 

Buddhahood of the dragon king's daughter in the twelfth "Devadatta" chapter of the Lotus Sutra -and 

Buddhist relics, which are strongly associated with wish-granting jewels. This background gave Kiyomori a 

deep grounding in ancient forms of indigenous dragon deity worship. 

At the same time, Kiyomori was also involved in dragon worship through his participation in Buddhist 

rituals related to the Lotus Sutra. One such rite was the Senso kuyo, in which one thousand priests chanted 

the scripture in order to appease the dragon king. This Buddhist ceremony was held frequently near Kiyomori's 

residence at Fukuhara (the Sannomiya part of Kobe, Hyogo Prefecture) and at Itsukushima Shrine. One of the 

most famous chapters of the Lotus Sutra is the aforementioned "Devadatta" chapter (J., Daibadattahon), in 

which the daughter of the dragon king achieves enlightenment. One can imagine that as Kiyomori was 

conceiving the Heike nokyo project, the image of the dragon king's daughter appearing from the depths of 

the ocean would have resonated in his mind as a metaphor for his then eight-year-old daughter Noriko (1157-

1213, later Kenreimon'in, wife of Emperor Takakura). 

Further associations with dragon worship can be found in literary allusions within Heike nokyo 

frontispiece paintings. The culture of the Taira clan closely emulated that of the imperial court. It was just around 

this time that courtier Fujiwara Koreyuki (?-1175) wrote Genji shaku, the first commentary on the epic novel 

of court life, The Tale of Genji. Koreyuki was close to the Taira clan and has been confi1med as one of the 

calligraphers of the Heike nokyo. We can therefore conclude that the frontispiece paintings to these 

manuscripts, almost identical in style to the narrative handscrolls of The Tale of Genji, evidence the 

proactive influence of Koreyuki in this project. We can also connect the Heike nokyo with this literary 

classic through a reference in the novel associating the Akashi family -Genji, the Lady Akashi, whom Genji 

meets while in exile at Suma, and the Akashi Princess, who later becomes an imperial consort and gives birth 

to a prince -with the family of the dragon king. This imagery must have held high appeal for Kiyomori. It 

is my suggestion that Kiyomori associated himself with none other than the Shining Prince, Genji. By 

including Genji-like representations in the frontispiece paintings of the sutras, I propose that he was praying 

for the success of both his own future and that of his daughter Noriko. 

For these reasons, we can conclude that the Heike nokyo manuscripts reflect in a variety of ways both the 

culture and beliefs of Taira Kiyomori and the Taira clan. 
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